
近
世
上
賀
茂
神
社
社
領
の
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飼
と
朝
廷

村
　
　
上
　
　
紀
　
　
夫

　
　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
世
禁
裏
に
所
属
し
て
い
た
牛う
し

飼か
い

の
存
在
形
態
に
つ
い
て
論
じ
る
も

の
で
あ
る
。
牛
飼
と
い
っ
て
も
、
こ
こ
で
言
及
す
る
の
は
単
に
牛
を
飼
育
し
て
い

る
人
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
朝
廷
で
使
用
す
る
牛
車
を
牽
く
た
め
の
牛
を
専
門

に
飼
育
し
、
牛
車
の
運
行
に
関
わ
っ
て
い
た
人
の
こ
と
で
あ
る
。

　

牛
車
運
行
に
関
わ
っ
た
牛
飼
は
、
平
安
時
代
に
は
牛
飼
童
と
い
っ
て
、
成
人
し

て
も
垂
髪
で
童
子
の
姿
を
と
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
牛
に
車
を

引
か
せ
る
に
は
十
分
な
調
教
が
必
要
で
、
牛
飼
に
は
猛
々
し
い
牛
を
扱
う
技
量
が

欠
か
せ
な
い）

2
（

。
そ
の
た
め
、
早
く
か
ら
専
業
化
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

牛
飼
が
「
童
子
」
の
姿
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
網
野
善
彦
は
、
獰
猛

な
牛
を
扱
う
に
は
「
童
の
持
つ
霊
力
や
呪
的
な
力
」
が
必
要
で
あ
り
、
中
世
の
牛

　
　
　

要　
　

旨

　

本
稿
は
、
近
世
の
禁
裏
に
所
属
し
て
牛
車
の
運
行
や
朝
廷
の
年
中
行
事
に
関
わ
っ
た

牛
飼
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
従
来
の
牛
車
に
関
す
る
研
究
は
、
平
安
時
代
が
中
心

で
、
応
仁
の
乱
以
降
は
牛
車
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
近
世
の
牛
飼
や
牛
車
に

つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
衰
退
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

朝
廷
で
牛
車
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
近
世
的
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
近
世
の
牛
飼
は
、
豊
臣
秀
吉
の
聚
楽
第
行
幸
を
契
機
に
復
活
、
整
備
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
牛
車
が
武
家
権
力
の
権
威
付
け
と
し
て
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
牛
飼
は
牛
車
の
運
行
の
み
な
ら
ず
、
正
月
や
八
朔
行
事
、
闘
鶏
に
関
わ
っ
て
い

た
。
牛
飼
は
、
こ
う
し
た
儀
礼
や
牛
車
の
運
行
に
か
か
わ
る
口
伝
や
専
門
的
な
能
力
を

持
っ
て
い
た
こ
と
で
、
特
定
の
家
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代
に
列
車
や
馬

車
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

牛
飼
・
牛
車
・
朝
廷
・
上
賀
茂
神
社

車
副
と
か
牛
飼
な
ど
は
、
ま
こ
と
に
目
立
た
な
い
、
い
わ
ば
裏
方

の
存
在
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
人
た
ち
も
生
々
流
転
、
生
き
続
け

て
き
た
歴
史
は
尊
い）

1
（

。
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飼
も
「
人
な
ら
ぬ
」「
聖
な
る
存
在
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う）

3
（

。『
年
中
行
事

絵
巻
』
に
は
暴
走
す
る
牛
車
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
牛
を
飼
い
慣
ら
し

雑
踏
の
中
で
お
と
な
し
く
さ
せ
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
専
門
的
な
技
術
や
経
験
を

必
要
と
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

牛
飼
に
期
待
さ
れ
た
と
い
う
「
呪
力
」
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
な
問
題
か
ら
実

証
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
竹
田
出
雲
に
よ
る
浄
瑠
璃
『
菅
原
伝
授
手
習

鑑
』
の
な
か
に
、
生
ま
れ
た
三
つ
子
を
天
下
泰
平
の
相
だ
と
し
て
菅
原
道
真
が

「
舎
人
に
す
れ
ば
天
子
の
守
と
成
、
成
人
さ
し
て
牛
飼
に
指
上
よ
」
と
牛
飼
に
し

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る）

4
（

。
こ
う
し
た
言
説
の
背
景
に
、
牛
飼
に
は
主
人
の

「
守
」
と
し
て
何
ら
か
の
「
呪
力
」
が
期
待
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　

丹
生
谷
哲
一
は
、
中
世
に
お
け
る
牛
飼
童
の
実
態
に
つ
い
て
、
生
計
や
年
中
行

事
と
の
関
わ
り
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
側
面
に
つ
い
て
史
料
に
基
づ
い
て
詳
細
に

解
明
し
て
い
る）

5
（

。
そ
の
な
か
で
主
人
の
死
を
機
に
出
家
し
た
牛
飼
童
の
事
例
な
ど

か
ら
、
主
人
と
牛
飼
童
と
の
間
に
緊
密
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
菅

原
伝
授
手
習
鑑
』
の
例
も
、
牛
飼
童
と
主
人
と
の
密
接
な
関
係
が
単
に
牛
車
の
運

行
と
い
う
実
務
面
の
み
な
ら
ず
、「
呪
力
」
を
も
介
し
た
も
の
と
い
う
認
識
が
近

世
に
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

朝
廷
の
牛
飼
に
つ
い
て
は
、
奥
野
高
廣
が
、
中
世
に
は
知
行
が
与
え
ら
れ
て
い

て
、
宮
中
行
事
に
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
、
近
世
に
は
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納

の
二
人
が
い
て
牛
飼
料
が
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い

る）
6
（

。
既
に
貴
重
な
事
実
を
い
く
つ
も
指
摘
し
て
い
る
の
だ
が
、
短
文
の
た
め
に
概

説
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
牛
飼
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
の
後
の
研
究
で
も
、
近
世
の
牛
飼
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

牛
車
に
つ
い
て
歴
史
を
概
観
し
た
も
の
に
は
、
櫻
井
芳
昭
の
『
牛
車
）
7
（

』
や
平
安

時
代
の
牛
車
文
化
に
つ
い
て
詳
述
し
た
京
楽
真
帆
子
『
牛
車
で
行
こ
う）

8
（

！
』
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
論
述
の
中
心
は
牛
車
が
貴
族
的
に
よ
っ
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
て

い
た
平
安
時
代
が
中
心
で
、
近
世
に
つ
い
て
は
和
宮
降
嫁
の
際
に
使
用
さ
れ
た
例

な
ど
を
除
い
て
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
櫻
井
・
京
楽
は
、
応
仁
の
乱
以
降
は
牛

車
を
整
え
、
牛
飼
童
を
雇
い
、
牛
を
飼
う
な
ど
運
用
に
あ
た
っ
て
多
大
な
負
担
が

か
か
る
牛
車
は
衰
退
し
、
貴
族
た
ち
も
輿
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
確

か
に
、
江
戸
時
代
に
は
牛
車
は
衰
退
し
て
お
り
、
日
常
的
に
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
京
楽
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
化
と
し
て
衰
退
し
た
こ

と
で
近
世
に
は
牛
車
は
考
証
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
事
情
も
あ
っ
て
、
近
世
に
も
牛
飼
は
存
在
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
の
牛
車
や
牛
飼
の
研
究
は
、
牛
車
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い
た
古

代
・
中
世
に
限
ら
れ
て
お
り
、
牛
車
が
衰
退
し
て
い
た
近
世
の
牛
飼
に
つ
い
て
は

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
。

　

天
皇
は
牛
車
に
乗
る
こ
と
は
な
く
、
移
動
す
る
際
は
葱
花
輦
と
い
う
輿
を
使
用

す
る
。
と
は
い
え
、
近
世
に
お
い
て
も
、
儀
式
や
入
内
の
際
な
ど
で
の
使
用
を
念

頭
に
、
一
種
の
公
用
車
と
し
て
牛
車
は
維
持
さ
れ
て
お
り
、
牛
飼
な
ど
が
い
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
近
世
の
朝
廷
を
支
え
る
地
下
官
人
の
一
人
と
し
て
捉
え
る
こ

と
は
で
き
る
だ
ろ
う）

9
（

。

　

な
ぜ
近
世
の
朝
廷
で
は
牛
車
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
、
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移
動
の
た
め
の
実
用
品
と
し
て
牛
車
が
使
用
さ
れ
て
い
た
平
安
時
代
と
は
異
な
る

乗
り
物
文
化
が
あ
り
、
牛
飼
に
は
そ
れ
を
支
え
て
い
た
裏
方
の
役
割
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
前
述
の
よ
う
に
牛
飼
は
形
骸
化
し
て
い
た
と
し
て
も

喪
失
し
て
も
「
呪
力
」
が
期
待
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

近
世
に
禁
裏
に
所
属
し
た
牛
飼
の
役
割
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
牛
車
の
運
用
や

牛
の
飼
育
に
と
ど
ま
ら
な
い
の
だ
が
、
牛
車
に
関
す
る
こ
と
で
い
え
ば
、
下
橋
敬

長
が
御
車
童
子
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
「
こ
れ
は
葵
祭
の
時
で
す
」
と
語
っ
て

い
る
よ
う
に
賀
茂
祭
の
勅
使
参
向
の
際
に
も
、
こ
の
牛
車
が
使
用
さ
れ
て
い
た）

₁₀
（

。

　

本
稿
の
課
題
は
、
こ
う
し
た
近
世
に
「
裏
方
」
を
つ
と
め
て
い
た
人
び
と
の
基

本
的
な
事
実
を
整
理
し
、
そ
の
実
態
と
期
待
さ
れ
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
あ
る
。

一　

近
世
の
車
役
人

　

牛
車
が
衰
退
し
た
最
大
の
理
由
は
、
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
維
持
に
か

か
る
経
費
の
大
き
さ
で
あ
る
。
牛
車
そ
の
も
の
も
高
価
で
あ
っ
た
が）

₁₁
（

、
牛
飼
童
を

雇
い
、
牛
を
飼
育
し
て
お
く
こ
と
は
相
当
の
経
済
的
な
負
担
だ
っ
た
。
な
お
か
つ
、

牛
車
を
運
用
し
よ
う
と
す
れ
ば
さ
ら
に
多
く
の
人
員
を
必
要
と
し
て
い
た
。

　

近
世
に
お
い
て
も
、
牛
車
を
運
用
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
タ
ッ
フ
は
想
像
以
上

に
多
か
っ
た
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
孝
明
天
皇
の
女
御
と
し
て
九
条
夙
子
が

入
内
し
た
際
の
人
員
を
記
し
た
史
料
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
【
史
料
１）

₁₂
（

】

　
　
　

口
上
覚

　

御
召
車
壱
輛
ニ
付
参
勤
人
数

 

一
童　

子 

四
人

 

一
御
車
副 

八
人

 

一
舎　

人 

四
人

 

一
桟　

持 

弐
人

 

一
榻　

持 

弐
人

 

一
手
縄
持 

四
人

 

一
掛
杖
持 

弐
人

 

一
雨
皮
持 

壱
人

 

一
掛
竿
持 

壱
人

　
　
　
　

御
車

 

一
大
工
職 

弐
人

 

　

外
ニ
白
丁
体
人
夫
三
十
人

　
　

右
者
嘉
永
度
後
入　

内
之
節
参
勤
之
御
例
を
以
、
此
段
奉
申
上
候
、
以
上

 

御
車
役
人
惣
代　
　
　
　
　
　

　
　
　

十
二
月 

岩
佐
左
衛
門　
　
　

 

御
車
童
子　
　
　
　
　
　
　
　

 

吉
田
弥
一　
　
　
　

 

藤
木
仙
納　
　
　
　

　
　
　
　
　

出
納
殿
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こ
の
よ
う
に
、
幕
末
で
あ
っ
て
も
牛
車
を
運
用
す
る
と
な
る
と
、
な
か
な
か
に

大
が
か
り
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
下
橋
敬
長
の
回
想
に
よ
る
『
幕
末
の
宮
廷
』
で
は
、

牛
車
に
は
そ
れ
以
上
の
人
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
史
料
２）

₁₃
（

】

　

 　

そ
の
次
が
御
車
童
子
（
吉
田
、
藤
木
）、
こ
れ
は
葵
祭
の
時
で
す
。
御
車
副

（
岩
佐
、
黒
瀬
、
野
々
口
、
平
井
、
岡
田
）、
御
車
舎
人
（
河
井
、
平
井
、
安
田
、

西
村
）、
御
車
大
工
御
車
副
（
惣
司
、
小
寺
）、
御
車
大
工
で
御
車
に
副
て
お
る
。

御
車
桟
持
、
こ
れ
は
御
車
に
上
っ
て
い
く
梯
子
（
持
）
で
す
。
御
車
榻
持
（
吉

田
。
車
を
止
め
た
時
轅
を
の
せ
る
台
を
持
つ
役
）、
掛
竿
持
（
吉
村
）、
御
簾
を

か
け
ま
す
時
に
掛
物
竿
み
た
い
な
物
で
か
け
る
。
鎰
取
（
黒
川
、
加
納
）、
御

車
に
錠
が
お
り
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
鎰
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
牛
車
に
は
、
牛
飼
の
み
な
ら
ず
、
桟
や
、
停
車
時
に
轅な

が
えを
乗
せ

る
「
榻し
じ

」
を
持
ち
運
ぶ
者
、
さ
ら
に
急
な
破
損
に
備
え
て
か
、
車
大
工
も
同
行

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
牛
車
の
運
行
に
関
わ
る
人
び
と
を
総
称
し
て
御
車
役
人
と

言
っ
た
よ
う
だ
。
下
橋
の
回
想
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
特
定
の
家
が
担
っ
て

い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
彼
ら
は
「
蔵
人
方
」
の
地
下
官
人
と
し
て
、
出
納
平

田
家
の
も
と
に
編
成
さ
れ
て
い
て）

₁₄
（

、
僅
か
な
が
ら
も
知
行
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
段
階
の
史
料
を
見
よ
う
。

【
史
料
３）

₁₅
（

】

　

一
高
弐
拾
弐
石 

 

御
牛
飼
弥
市

　
　

内

　
　
　

弐
拾
石　
　
　
　
　
　
　

下
賀
茂
村

　
　
　

壱
石
五
斗
八
升
四
合　

西
院
村

　
　
　

四
斗
壱
升
六
合　
　
　

下
京
畠

　

一
高
弐
拾
弐
石 

　
　
　
　

御
牛
飼
仙
納

　
　

内

   　
　

弐
拾
石　
　
　
　
　
　

下
賀
茂
村

   　
　

壱
石
五
斗
八
升
四
合　

西
院
村

   　
　

四
斗
壱
升
六
合　
　
　

下
京
畠

　

一
高
五
石　

下
賀
茂
村　
　

御
車
副
源
丞

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

新
五
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

太
郎
三
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

与　

助

　

一
高
五
石　

下
賀
茂
村　
　

御
車
大
工
次
郎
五
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

御
車
舎
人
弥
太
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

彦
太
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

山

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

助
三
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

御
し
き
物
小
介

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

御
し
ぢ
持
新
五
郎

　

知
行
に
加
え
て
、
入
内
な
ど
で
牛
車
が
使
わ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
別
に
下
行
米

が
渡
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
年
未
詳
な
が
ら
一
七
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
地
下

官
人
即
位
下
行
覚
」
に
よ
れ
ば
、「
御
車
役
人
十
九
人
」
に
対
し
て
「
拾
九
石
」

が
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
一
人
あ
た
り
一
石
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
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こ
の
よ
う
に
、
幕
末
で
あ
っ
て
も
牛
車
を
運
用
す
る
と
な
る
と
、
な
か
な
か
に

大
が
か
り
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
下
橋
敬
長
の
回
想
に
よ
る
『
幕
末
の
宮
廷
』
で
は
、

牛
車
に
は
そ
れ
以
上
の
人
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
史
料
２）

₁₃
（

】

　

 　

そ
の
次
が
御
車
童
子
（
吉
田
、
藤
木
）、
こ
れ
は
葵
祭
の
時
で
す
。
御
車
副

（
岩
佐
、
黒
瀬
、
野
々
口
、
平
井
、
岡
田
）、
御
車
舎
人
（
河
井
、
平
井
、
安
田
、

西
村
）、
御
車
大
工
御
車
副
（
惣
司
、
小
寺
）、
御
車
大
工
で
御
車
に
副
て
お
る
。

御
車
桟
持
、
こ
れ
は
御
車
に
上
っ
て
い
く
梯
子
（
持
）
で
す
。
御
車
榻
持
（
吉

田
。
車
を
止
め
た
時
轅
を
の
せ
る
台
を
持
つ
役
）、
掛
竿
持
（
吉
村
）、
御
簾
を

か
け
ま
す
時
に
掛
物
竿
み
た
い
な
物
で
か
け
る
。
鎰
取
（
黒
川
、
加
納
）、
御

車
に
錠
が
お
り
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
鎰
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
牛
車
に
は
、
牛
飼
の
み
な
ら
ず
、
桟
や
、
停
車
時
に
轅な
が
えを
乗
せ

る
「
榻し
じ

」
を
持
ち
運
ぶ
者
、
さ
ら
に
急
な
破
損
に
備
え
て
か
、
車
大
工
も
同
行

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
牛
車
の
運
行
に
関
わ
る
人
び
と
を
総
称
し
て
御
車
役
人
と

言
っ
た
よ
う
だ
。
下
橋
の
回
想
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
特
定
の
家
が
担
っ
て

い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。
彼
ら
は
「
蔵
人
方
」
の
地
下
官
人
と
し
て
、
出
納
平

田
家
の
も
と
に
編
成
さ
れ
て
い
て）

₁₄
（

、
僅
か
な
が
ら
も
知
行
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

寛
永
一
八
年
（
一
六
四
一
）
段
階
の
史
料
を
見
よ
う
。

【
史
料
３）

₁₅
（

】

　

一
高
弐
拾
弐
石 

 

御
牛
飼
弥
市

　
　

内

　
　
　

弐
拾
石　
　
　
　
　
　
　

下
賀
茂
村

　
　
　

壱
石
五
斗
八
升
四
合　

西
院
村

　
　
　

四
斗
壱
升
六
合　
　
　

下
京
畠

　

一
高
弐
拾
弐
石 

　
　
　
　

御
牛
飼
仙
納

　
　

内

   　
　

弐
拾
石　
　
　
　
　
　

下
賀
茂
村

   　
　

壱
石
五
斗
八
升
四
合　

西
院
村

   　
　

四
斗
壱
升
六
合　
　
　

下
京
畠

　

一
高
五
石　

下
賀
茂
村　
　

御
車
副
源
丞

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

新
五
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

太
郎
三
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

与　

助

　

一
高
五
石　

下
賀
茂
村　
　

御
車
大
工
次
郎
五
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

御
車
舎
人
弥
太
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

彦
太
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

山

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

同　

助
三
郎

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

御
し
き
物
小
介

　

一
高
五
石　

同　
　
　
　
　

御
し
ぢ
持
新
五
郎

　

知
行
に
加
え
て
、
入
内
な
ど
で
牛
車
が
使
わ
れ
た
場
合
な
ど
は
、
別
に
下
行
米

が
渡
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
年
未
詳
な
が
ら
一
七
世
紀
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
地
下

官
人
即
位
下
行
覚
」
に
よ
れ
ば
、「
御
車
役
人
十
九
人
」
に
対
し
て
「
拾
九
石
」

が
下
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
は
一
人
あ
た
り
一
石
を
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
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た
の
で
あ
ろ
う）

₁₆
（

。

　

と
は
い
え
、
知
行
も
僅
か
に
す
ぎ
ず
、
牛
車
の
運
用
が
な
け
れ
ば
下
行
米
も
期

待
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
多
く
は
、
駕か

輿よ
ち
ょ
う丁
な
ど
と
同
じ
く
普
段
は
商

人
な
ど
別
に
生
業
を
も
っ
て
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
停
車
時

に
使
用
す
る
「
榻
」
を
持
っ
て
牛
車
と
一
緒
に
歩
く
だ
け
の
「
榻
持
」
の
よ
う
な

特
段
の
技
術
を
必
要
と
し
な
い
場
合
は
、
権
利
の
売
買
も
行
わ
れ
て
い
た
。
一
例

を
次
に
挙
げ
よ
う
。

【
史
料
４）

₁₇
（

】

　
　
　

譲
り
証
文
之
事

　

一 

御
車
榻
持
役
我
等
先
祖
ゟ
相
勤
来
候
得
得
共
、
此
度
病
気
ニ
付
難
勤
候
故
、

貴
殿
由
緒
於
有
之
、
右
之
御
役
義
貴
殿
江
譲
り
渡
申
所
実
正
也
、
依
之
為

樽
代
銀
弐
貫
五
百
十
五
匁
御
渡
被
下
、
慥
ニ
請
取
申
候
、
此
御
役
義
ニ
付

親
類
縁
類
他
人
ニ
よ
ら
す
毛
頭
少
茂
構
無
御
座
候
、
万
一
相
違
之
義
有
之
候

ハ
ヽ
、
此
証
人
罷
出
急
度
埒
明
、
永
代
譲
り
渡
シ
可
申
候
、
為
後
日
譲
り
証

文
仍
而
如
件

　
　
　

明
和
三
年
戌
十
一
月　

譲
り
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
嶌
太
郎
兵
衛
（
印
）

 
 

　
　
　

証
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

扇
屋
四
郎
兵
衛
（
印
）

 

　
　

 

　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

木
屋
宇　

八　

 

（
印
）

　
　
　

芥
川
佐
兵
衛
殿

　

し
か
し
な
が
ら
、
牛
飼
は
榻
持
の
よ
う
に
誰
で
も
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
牛
飼
は
当
然
な
が
ら
、
い
つ
で
も
必
要
に
応
じ
て
対
応
で
き
る
よ
う
な
牛）

₁₈
（

を

常
に
飼
育
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
円
滑
な
運
行
に
あ
た
っ
て
も
牛
の
制
御
な
ど

の
専
門
的
な
技
術
を
要
す
る
。
御
車
童
子
は
「
秘
訣
を
相
伝
せ
る
家
二
軒
」
が

あ
っ
た
と
い
い）

₁₉
（

、
技
術
は
特
定
の
家
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
、
権
利
と
し
て
売
買
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
は
な
ら
ず
、
近
世
を
通

し
て
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
を
名
乗
る
二
人
が
担
当
を
し
て
い
た
。
黒
川
道
祐
に

よ
る
京
都
地
誌
『
雍
州
府
志
』
に
は
「
所
駕
牛
仙
納
・
弥
市
両
家
常
飼
之
」
と
あ

る）
₂₀
（

。
藤
木
仙
納
・
吉
田
弥
一
の
名
前
は
代
々
継
承
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
幕
末
ま

で
一
貫
し
て
確
認
で
き
る）

₂₁
（

。
い
わ
ば
家
職
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
【
史
料
３
】
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
他
の
車
役
人
の
知
行
は
五
石
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
牛
飼
は
二
二
石
を
数
え
て
お
り
、
そ
の
専
門
性
は
明
ら

か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
牛
の
飼
育
経
費
と
し
て
「
飼
料
」
も
支
給
さ
れ
て
い
た
。

　
【
史
料
５）

₂₂
（

】

　

一 

禁
裏
御
牛
弐
疋
之
飼
料
米
四
拾
八
石
三
斗
余
、
但
壱
疋
ニ
付
一
日
六
升
八
合

余
毎
年
四
月
・
八
月
・
十
二
月
三
度
小
堀
仁
右
衛
門
ゟ
相
渡
ル
、
藤
木
仙
納
・

吉
田
有
童
請
取
手
形
ニ

　
　

表
書
之
米
何
程
可
被
相
渡
候
、
断
者
本
文
有
之
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
宮
山
丹
後
守　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久　

留
伊
勢
守　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏　

訪
肥
後
守　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

口
安
房
守　

印
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こ
の
よ
う
に
、
牛
飼
は
二
二
石
の
知
行
に
加
え
て
、
年
間
四
八
石
余
も
の
牛
飼

料
が
支
給
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
牛
車
の
運
行
に
関
わ
る
他
の
役
人
よ
り
も

厚
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
史
料
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
禁
裏
御
用
の
牛
飼
は
二
人

い
た
。
こ
の
二
軒
に
つ
い
て
、『
雍
州
府
志
』
で
は
、「
御
泥
池
村　

禁
裏
牛
飼
仙

納
住
焉
、
常
養
牽
車
之
牛
、
則
有
家
領
、
今
一
人
称
弥
市
者
在
洛
中
柳
原
」
と
記

し
て
い
る）

₂₃
（

吉
田
弥
一
（
弥
市
と
も
）
は
京
都
市
中
の
柳
原
に
居
住
し
て
お
り）

₂₄
（

、
も

う
一
人
が
藤
木
仙
納
と
名
乗
る
人
物
で
上
賀
茂
社
領
の
深
泥
池
内
に
住
ん
で
い
た

と
い
う
。

　

次
章
以
下
で
、
上
賀
茂
社
領
に
い
た
こ
と
か
ら
在
地
で
の
活
動
が
わ
か
る
史
料

に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
藤
木
仙
納
を
中
心
と
し
て
、
二
軒
の
牛
飼
が
歩
ん
だ
近
世
史

を
見
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

二　

近
世
的
牛
車
の
起
源
―
―
聚
楽
行
幸
―
―

　

牛
飼
藤
木
仙
納
の
初
見
は
、
管
見
の
限
り
『
御
湯
殿
上
の
日
記
』
に
見
え
る
慶

長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
記
事
で
あ
る
。
正
月
四
日
に
両
者
が
参
内
し
て
い
る
。

【
史
料
６）

₂₅
（

】

　

 　

う
し
か
い
い
や
と
。
せ
ん
な
ふ
ま
い
る
。
き
て
う
所
の
御
庭
へ
ま
い
る
。
れ

ん
中
よ
り
長
は
し
め
て
た
き
よ
し
也
。

　

こ
れ
よ
り
先
の
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
正
月
四
条
に
は
「
い
や
と
・
い
や
一
」

と
あ
り
、
仙
納
の
名
前
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い）

₂₆
（

。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

以
後
は
、
一
貫
し
て
「
仙
納
」
と
「
弥
一
」
の
ペ
ア
で
固
定
し
て
い
る
。

　

牛
飼
に
つ
い
て
、
恐
ら
く
画
期
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
天
正

一
六
年
（
一
五
八
八
）
四
月
に
行
わ
れ
た
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
行
幸
で
あ
る
。
こ

の
時
、
そ
れ
ま
で
衰
微
し
て
い
た
牛
車
が
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
る
。
美
々
し

く
牛
車
が
再
興
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
後
陽
成
天
皇
は
自
身
は
行
幸
に
際
し
て
鳳

輦
に
乗
っ
て
い
て
、
牛
車
は
使
用
し
て
い
な
い
。「
主
上
ハ
ホ
ウ
レ
ン
ニ
被
召
了
、

関
白
ハ
新
車
ニ
乗
云
）々
₂₇
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
新
し
い
牛
車
に
乗
っ
て
い
た
の
は
後

陽
成
天
皇
を
内
裏
ま
で
迎
え
に
行
っ
た
豊
臣
秀
吉
で
あ
っ
た
。
秀
吉
側
近
の
大
村

由
己
が
記
録
し
た
『
聚
楽
行
幸
記
』
を
見
よ
う
。

【
史
料
７）

₂₈
（

】

　

 　

鳳
輦
牛
車
そ
の
ほ
か
の
証
役
以
下
。
事
も
久
し
く
す
た
れ
た
る
事
な
れ
ば
。

お
ぼ
つ
か
な
し
と
い
へ
ど
も
。
民
部
卿
法
印
玄
以
奉
行
と
し
て
。
諸
家
の
ふ
る

き
記
録
故
実
な
ど
尋
さ
ぐ
り
相
勤
ら
る
。
か
ゝ
る
大
功
に
財
を
お
し
む
べ
き
に

あ
ら
ず
。
昔
の
行
幸
に
増
倍
し
て
馳
走
す
べ
し
と
て
。
諸
役
者
に
仰
て
即
時
に

調
進
せ
し
む
。

　

前
田
玄
以
が
前
例
や
古
記
録
を
調
査
し
、「
財
を
お
し
む
」
こ
と
な
く
、「
昔
の

行
幸
に
倍
増
し
」
た
鳳
輦
や
牛
車
を
つ
く
ろ
う
と
奔
走
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ま
で
牛
車
は
衰
退
し
て
い
た
わ
け
だ
か
ら
、「
新
車
」
を
あ
つ
ら

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
あ
わ
せ
て
牛
飼
の
装
束
な
ど
も
こ
の
時
に
新
調
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
牛
車
と
牛
飼
な
ど
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。
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【
史
料
８）

₂₉
（

】

　
 　

牽
替
牛
二
疋
。
し
ぢ
も
ち
し
ぎ
も
ち
両
人
。
牛
童
両
人
。
髪
を
下
。
ま
ゆ
を

つ
く
り
。
赤
装
束
。
水
干
也
。
牛
車
紅
絹
に
縫
し
て
着
之
。
頭
懸
面
。
両
角
以

金
箔
濃
之
。
沓
は
あ
さ
ぎ
の
糸
を
も
て
織
之
。
紅
緒
を
も
て
着
之
。
牽
替
の
牛

同
前
。
非
昔
例
。
御
舎
人
御
車
副
左
右
に
あ
り
。

　

別
の
史
料
に
は
「
牛
二
疋
御
車
引
替
、
牛
飼
一
人
、
こ
し
き
ぬ
に
桐
の
と
う
の

も
ん
あ
り
、
く
つ
紅
絲
い
れ
ふ
ね
一
、
関
白
秀
吉
公
車
、
牛
角
耳
別
に
つ
く
り
付

色
金
也
、
し
り
か
い
紅
絲
を
以
組
之）

₃₀
（

」
と
見
え
る
。
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
は
若

干
の
相
違
点
が
あ
る
が
、
牛
は
二
頭
（
う
ち
一
頭
は
交
代
用
）
で
角
に
は
金
箔
を

押
し
赤
い
房
の
つ
い
た
装
飾
を
つ
け
、
牛
飼
も
非
常
に
華
や
か
な
水
干
を
着
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。『
聚
楽
行
幸
記
』
は
牛
飼
が
二
名
と
あ
り
、『
当
代
記
』
に
は

一
名
と
し
て
い
る
が
、
牛
が
二
頭
出
て
い
る
の
で
二
人
の
方
が
正
し
い
だ
ろ
う
。

牛
飼
は
「
髪
を
下
。
ま
ゆ
を
つ
く
り
」
と
あ
る
か
ら
、
垂
髪
で
引
き
眉
だ
っ
た
。

水
干
姿
で
垂
髪
、
引
き
眉
と
い
う
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
美
し
い
牛
飼
童

の
姿
が
こ
こ
で
復
活
し
、
都
大
路
に
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る）

₃₁
（

。

　

こ
の
時
に
再
興
さ
れ
た
牛
車
と
牛
飼
が
そ
の
後
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
。
は
る
か
に
後
年
の
明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
記
事
だ
が
、
禁
裏
で
牛
飼

童
子
を
勤
め
て
い
た
吉
田
弥
一
の
家
で
は
、
次
の
よ
う
な
由
緒
が
語
ら
れ
て
い
た

ら
し
い
。

　

 　

仝
家
（
吉
田
家
…
…
村
上
注
）
は
祖
先
よ
り
六
百
年
代
連
綿
た
る
旧
家
に
て

代
々
宮
中
の
御
車
童
子
を
勤
め
豊
臣
秀
吉
公
が
聚
楽
邸
へ　

後
陽
成
天
皇
の
行

幸
を
仰
ぎ
た
る
際
秀
吉
公
は
古
式
典
礼
を
取
調
べ
御
車
の
如
き
殊
に
荘
厳
を
極

め
ま
た
特
に
当
時
の
吉
田
氏
を
召
出
し
御
車
童
子
を
命
じ
朱
印
五
十
石
を
賜
ひ

尚
ほ
此
秘
伝
は
他
に
於
て
知
る
べ
か
ら
ず
と
て
弥
一
の
名
を
賜
ひ
た
り）

₃₂
（

。

　

関
連
史
料
で
の
裏
付
け
を
欠
く
な
か
で
は
、
こ
の
由
緒
を
史
実
と
認
定
す
る
の

は
躊
躇
さ
れ
る
が）

₃₃
（

、
聚
楽
行
幸
へ
の
奉
仕
が
故
実
と
し
て
権
威
化
さ
れ
て
い
く
こ

と
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
少
な
く
と
も
牛
飼
に
と
っ
て
は
、
聚
楽

行
幸
が
自
ら
の
職
分
に
関
わ
る
起
源
と
し
て
、
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確

認
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
後
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
牛
車
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
元
和
六
年

（
一
六
二
〇
）
六
月
一
八
日
に
挙
行
さ
れ
た
徳
川
和
子
（
東
福
門
院
）
が
後
水
尾

天
皇
の
女
御
と
し
て
入
内
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
御
所
で
の
牛
車
の
使
用
を
認

め
る
宣
旨
に
つ
い
て
の
前
例
の
確
認
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
た）

₃₄
（

。
こ
の
時
に
は
和
子

が
乗
る
牛
車
の
他
に
も
女
房
が
乗
車
す
る
も
の
も
用
意
さ
れ
て
い
た）

₃₅
（

。

　

東
福
門
院
入
内
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
御
所
の
車
役
人
の
体
制
が
整
備
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
二
年
後
の
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
三
月
に
は
「
御
所
之

車
役
人
法
度
」
が
作
成
さ
れ）

₃₆
（

、「
惣
中
」
と
し
て
の
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
牛
車
が
活
躍
す
る
の
は
、
徳
川
家
光
が
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
に
後

水
尾
天
皇
を
二
条
城
に
迎
え
る
寛
永
行
幸
で
あ
る
。
こ
の
時
も
、
豊
臣
秀
吉
と
同

じ
よ
う
に
二
条
城
か
ら
内
裏
ま
で
家
光
が
牛
車
に
乗
っ
て
迎
え
に
行
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
聚
楽
行
幸
か
ら
東
福
門
院
入
内
、
寛
永
行
幸
と
い
う
一
六
世
紀
末

か
ら
一
七
世
紀
初
頭
に
く
り
返
さ
れ
た
朝
廷
と
権
力
を
め
ぐ
る
主
要
な
儀
礼
の
場

で
、
皮
肉
に
も
武
家
権
力
の
権
威
付
け
の
た
め
に
牛
車
が
く
り
返
し
使
用
さ
れ
た
。

　

水
元
邦
彦
に
よ
れ
ば
、
二
条
城
か
ら
将
軍
が
参
内
す
る
の
は
、
慶
長
八
年
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（
一
六
〇
三
）
三
月
二
五
日
か
ら
、
寛
永
一
一
年
（
一
六
三
四
）
八
月
一
日
の
家

光
に
よ
る
も
の
ま
で
二
〇
回
以
上
に
及
び
、
近
世
初
期
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
諸
作

品
に
は
、
こ
の
時
の
牛
車
・
輿
を
描
く
も
の
が
多
い
と
い
う）

₃₇
（

。

　

牛
車
は
、
武
家
権
力
が
朝
廷
権
威
を
利
用
す
る
際
の
象
徴
的
な
ア
イ
テ
ム
と
し

て
、
近
世
初
頭
に
そ
の
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
牛
飼
を
は
じ
め
と
し
た
車
役
人
の
存
在
も
ま
た
朝
儀
に
不
可
欠
な

存
在
と
し
て
、
朝
廷
機
構
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

三　

宮
廷
儀
礼
と
牛
飼
―
―
藤
木
仙
納
の
役
割
―
―

　

牛
飼
の
主
た
る
役
割
は
、
当
然
な
が
ら
牛
車
で
使
用
す
る
牛
の
飼
育
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
知
行
に
加
え
て
、
牛
の
飼
育
料
が
支
給
さ
れ
て
い
た
。

　

牛
車
が
使
わ
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
儀
礼
の
場
や
入
内
な
ど
だ
が
、
こ

う
し
た
機
会
は
頻
繁
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。『
幕
末
の
宮
廷
』
で
語
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
や
は
り
「
葵
祭
の
時
」
が
も
っ
と
も
目
に
つ
く
場
面
だ
っ
た
か
も
し

れ
な
い）

₃₈
（

。
た
だ
し
、
長
き
に
わ
た
る
勅
使
奉
幣
の
中
断
期
間
を
経
て
、
賀
茂
祭

行
列
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
は
、
賀
茂
祭
に
お
い
て
牛
車
が
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
、

一
七
世
紀
も
終
わ
り
近
く
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
牛
飼
の
役
割
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
七
世
紀
以
降
の
宮
中

行
事
に
お
い
て
、
牛
飼
が
参
内
し
て
一
定
の
役
割
を
務
め
る
も
の
が
い
く
つ
か
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
牛
飼
が
登
場
す
る
宮
中
で
の
年
中
行
事
を
見
て

い
こ
う
。

（
１
）
正
月
四
日

　

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
の
黒
川
道
祐
に
よ
る
京
都
の
年
中
行
事
を
記
し
た

『
日
次
紀
事
』
に
は
正
月
四
日
条
に
「
御
牛
飼
仙
納
并
弥
市
」
が
「
禁
門
」
に
参

上
し
て
い
た
こ
と
を
記
す）

₃₉
（

。
黒
川
道
祐
の
伝
え
る
と
こ
ろ
は
僅
か
に
こ
れ
だ
け
で

あ
る
が
、【
史
料
６
】
の
よ
う
に
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
は
、
そ
こ
で
の
牛

飼
た
ち
の
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
慶
長
一
二
年
（
一
六
〇
七
）
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　

 　

う
し
か
い
い
つ
も
の
こ
と
く
き
ち
や
う
所
の
御
に
わ
へ
ま
い
る
。
中
の
な
い

し
殿
め
て
た
き
よ
し
申
さ
る
）ゝ
₄₀
（

。

　

 

こ
こ
で
は
、「
い
つ
も
の
ご
と
く
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
恒
例
行
事
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
水
尾
院
が
後
光
明
天
皇
の
た
め
に
朝
廷
の
年
中
行
事
を
記
し
た
と
い

う
『
後
水
尾
院
年
中
行
事）

₄₁
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　

 　

牛
飼
御
礼
に
参
る
、
清
凉
殿
の
西
の
庭
に
供
す
、
勾
当
内
侍
西
面
の
簾
を
少

し
お
し
出
し
て
、
た
ゝ
め
て
た
い
〳
〵
と
三
度
い
ふ
、
牛
飼
其
声
を
聞
て
か
し

こ
ま
り
て
退
出
す）

₄₂
（

　

勾
当
内
侍
と
は
、
長
橋
殿
、
長
橋
局
と
も
呼
ば
れ
る
天
皇
へ
の
奏
請
の
取
り
次

ぎ
な
ど
を
行
っ
て
い
た
女
官
で
あ
る
。
正
月
四
日
、
禁
裏
の
清
凉
殿
西
庭
に
伺
候

し
た
牛
飼
に
対
し
て
、
建
物
の
簾
の
中
か
ら
勾
当
内
侍
が
「
め
で
た
い
」
と
声
を

か
け
、
そ
れ
を
聞
い
て
弥
一
・
仙
納
は
退
出
す
る
と
い
う
の
が
恒
例
行
事
と
し
て
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行
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

な
お
、
正
月
四
日
に
牛
飼
が
禁
裏
に
参
じ
て
い
る
の
は
中
世
に
も
確
認
で
き

る
。『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）「
御
う
し
か
ゐ
と
も
ま

い
る
」
と
あ
る
の
が
比
較
的
早
い
時
期
の
記
事
で
あ
る）

₄₃
（

。
た
だ
し
、
文
明
一
六
年

（
一
四
八
四
）
に
「
御
う
し
か
い
。
ふ
し
み
と
の
ゝ
御
ち
う
け
ん
御
れ
い
に
ま
い
る
」

と
あ
る
の
み
で
、
伏
見
宮
家
の
奉
公
人
と
と
も
に
新
年
の
拝
礼
に
参
じ
て
お
り
、

特
別
な
儀
礼
を
伴
っ
て
い
た
様
子
は
見
え
て
い
な
い）

₄₄
（

。

（
２
）
八
朔

　
『
日
次
紀
事
』
で
は
八
月
一
日
に
も
禁
裏
で
「
仙
納
并
弥
市
拝
礼
」
が
あ
っ
た

と
す
る
。
当
日
の
様
子
を
黒
川
道
祐
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　

 

今
日
御
牛
飼
仙
納
并
弥
市
参
清
凉
殿
西
棗
木
庭
、
勾
当
内
侍
在
簾
中
、
以
簾
之

動
揺
為
内
侍
出
仕
之
期
、
則
二
人
共
於
庭
上
有
拝
礼）

₄₅
（

　

こ
の
時
も
牛
飼
の
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
の
二
人
が
清
凉
殿
の
西
庭
上
に
伺
候

し
待
機
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
勾
当
内
侍
が
あ
ら
わ
れ
る
。
と
は
言
っ
て
も
二
人
に

そ
れ
が
見
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
簾
の
動
き
で
そ
れ
を
察
し
て
、
そ
の
時
に
二
人

は
庭
上
で
拝
礼
を
す
る
の
だ
と
い
う
。

　

勾
当
内
侍
は
た
だ
現
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
正
月
四
日
と
同
じ
よ
う
に
「
め
で

た
い
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
て
い
た
。
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
八
朔
行
事
を

伝
え
る
『
中
院
通
村
日
記
』
を
見
よ
う
。

【
史
料
９）

₄₆
（

】

　

 　

今
日
牛
飼
童
弥
一
丸
・
千
ナ
フ
丸
御
礼
、
於
清
凉
殿
西
庭
有
此
事
、
北
第
二

間
撤
格
子
垂
簾
、
女
中
〈
内
侍
〉
被
候
之
、
両
人
庭
上
ニ
跪
御
礼
了
、
メ
テ
タ

イ
、
如
此
音
自
簾
中
被
仰
、
即
退
、

　

御
所
に
伺
候
し
、
簾
の
中
か
ら
庭
上
に
か
け
ら
れ
た
「
め
で
た
い
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
て
退
出
す
る
と
い
う
の
は
正
月
四
日
と
ま
っ
た
く
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
そ
れ
だ
け
と
い
え
ば
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
の
だ
が
、
こ
う
し
た
こ
と
を
恒
例

行
事
と
し
て
正
月
と
八
月
に
く
り
返
し
行
っ
て
い
た
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た

い
。
牛
飼
に
何
ら
か
の
「
呪
力
」（
あ
る
い
は
吉
例
と
し
て
の
縁
起
の
よ
さ
）
を

期
待
し
、
彼
ら
に
「
め
で
た
い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
る
こ
と
で
慶
事
を
期
待
す

る
予
祝
儀
礼
で
あ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
八
朔
に
牛
飼
が
参
じ
て
い
る
の
は
弥
一
・
仙
納
の
二
人
に
固
定
す
る
以

前
か
ら
の
こ
と
で
、
正
月
四
日
の
参
内
と
同
様
に
、
中
世
に
は
確
認
で
き
る
。『
お

湯
殿
の
上
の
日
記
』
に
は
、
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
に
は
、「
御
う
し
か
い
と

も
に
し
む
き
の
御
庭
へ
ま
い
る
」
と
あ
る
の
が
早
い
時
期
の
記
録
で
あ
る）

₄₇
（

。
明
応

二
年
（
一
四
九
三
）
に
は
「
御
う
し
か
ゐ
御
れ
い
申
。
き
ち
や
う
所
よ
り
御
ら
ん

せ
ら
る
ゝ
」
と
あ
り）

₄₈
（

、
こ
の
時
に
は
後
土
御
門
天
皇
も
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
よ

う
だ
。

（
３
）
闘
鶏

　

宮
中
で
は
、
三
月
三
日
に
清
凉
殿
南
庭
で
殿
上
人
（
雲
客
）
が
用
意
し
た
鶏
を

闘
わ
せ
る
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
奥
野
高
廣
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
は
六
位
蔵

人
が
闘
鶏
を
勤
め
る
慣
例
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
に
蔵

人
が
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
牛
飼
が
代
行
し
て
か
ら
は）

₄₉
（

、
牛
飼
が
そ
れ
を
担
当
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う）

₅₀
（

。
一
六
世
紀
以
降
は
牛
飼
が
闘
鶏
を
行
い）

₅₁
（

、
江
戸
時
代

ま
で
続
い
た
。『
日
次
紀
事
』
に
は
、「
禁
裏
清
凉
殿
南
階
前
有
闘
鶏
、
其
鶏
諸
家
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中
雲
客
被
出
之
、
仙
納
・
弥
市
、
預
此
事
、
決
勝
負
、
是
亦
称
行
事
」
と
伝
え
て

い
る）

₅₂
（

。
牛
飼
の
仙
納
と
弥
一
は
、「
行
事
」
を
勤
め
た
と
い
う
。

　

岩
倉
具
視
の
命
で
編
纂
さ
れ
、
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
完
成
し
た
近
世

の
宮
廷
行
事
の
記
録
で
あ
る
『
恒
例
公
事
録）

₅₃
（

』
に
よ
る
と
、「
牛
童
千
納
・
弥
一
」

は
当
日
の
巳
刻
に
参
じ
、
天
皇
が
参
内
殿
に
「
出
御
」
す
る
と
闘
鶏
が
始
ま
る
と

す
る
。
そ
の
時
の
装
束
に
つ
い
て

　

 

牛
童
衣
躰
、
一
人
二
藍
上
下
黄
単
・
一
人
蘇
芳
上
下
白
単
着
用
、
髪
童
髪
〈
引

括
リ
也
○
件
装
束
口
向
ニ
於
テ
設
ラ
ル
年
々
拝
借
〉

　

と
記
す
。
二
人
の
牛
飼
童
の
う
ち
一
人
は
藍
、
も
う
一
人
は
黒
み
を
帯
び
た
赤

（
蘇
芳
色
）
の
装
束
で
頭
髪
は
後
ろ
で
括
っ
た
童
髪
で
あ
っ
た
。
装
束
は
自
前
で

は
な
く
、
御
所
の
口
向
役
人
か
ら
毎
年
借
用
し
て
い
た
よ
う
だ
。
同
書
の
略
図
を

見
る
と
む
か
っ
て
右
が
「
千
納
」、
左
が
「
弥
一
」
と
決
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。

　

闘
鶏
の
様
子
も
『
恒
例
公
事
録
』
の
附
図
に
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。

こ
こ
で
は
、
唐
門
の
前
の
庭
上
で
闘
鶏
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、

確
か
に
童
髪
の
二
人
が
鶏
の
後
ろ
に
座
っ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
側
が
蘇
芳
色
、

左
側
が
藍
と
色
も
正
確
に
描
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
正
月
四
日
と
八
朔
は
勾
当
内
侍
が
声
を
か
け
る
だ
け
だ
が
、
こ
の
時
に

は
天
皇
の
「
出
御
」
も
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
宮
廷
行
事
と
し
て
の
闘
鶏
は
、

唐
の
玄
宗
が
闘
鶏
を
し
た
と
こ
ろ
間
も
な
く
皇
帝
の
地
位
に
つ
い
た
と
い
う
故
事

に
な
ら
っ
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
帝
位
と
関
係
の
あ
る
行
事
と
さ
れ
て
い
た
。
瀬

田
勝
哉
は
、
闘
鶏
に
つ
い
て
公
家
社
会
で
は
皇
位
に
つ
い
た
人
の
「
地
位
の
安
泰

が
継
続
す
る
よ
う
に
期
待
を
こ
め
て
行
う
呪
術
的
行
為
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
し

て
い
る）

₅₄
（

。
と
す
れ
ば
、
こ
こ
で
牛

飼
が
「
行
事
」
を
つ
と
め
る
の
も
、

中
世
に
お
い
て
皇
位
を
守
護
す
る

「
呪
力
」
が
牛
飼
に
期
待
さ
れ
て

い
た
名
残
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
正
月
四
日
、
八

朔
、
そ
し
て
闘
鶏
と
牛
飼
は
何
ら

か
の
呪
術
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
賀
茂
祭
が

復
興
さ
れ
る
以
前
の
一
七
世
紀
に

お
い
て
は
牛
車
の
運
行
機
会
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
牛
飼
に
知
行
が
与
え
ら
れ

て
い
た
の
は
、
こ
う
し
た
牛
飼
で
な
け
れ
ば
勤
め
ら
れ
な
い
儀
礼
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
賀
茂
祭

　

そ
し
て
、
年
中
行
事
と
し
て
牛
車
が
登
場
す
る
の
が
賀
茂
祭
の
行
列
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
賀
茂
祭
行
列
の
復
活
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
を
待
た
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。

　

復
活
後
は
そ
の
印
象
が
強
か
っ
た
の
か
、
下
橋
敬
長
も
牛
飼
童
子
な
ど
車
役
人

に
つ
い
て
語
る
際
は
「
こ
れ
は
葵
祭
の
時
で
す
」
と
述
べ
て
い
る）

₅₅
（

。

　

賀
茂
祭
で
は
、
御
所
か
ら
近
衛
使
が
行
列
を
組
ん
で
下
鴨
、
上
賀
茂
社
へ
参
向

す
る
。
そ
の
際
の
行
列
に
牛
車
も
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
運
行
に
牛
飼
童
子
ら
が

図１　『公事録』附図　恒例上「参台殿前庭闘鶏之図」
　　　（宮内庁書陵部図書寮文庫蔵）
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関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
刊
行
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
京
都
地
誌
の
『
都
名
所
図
会
』
巻
六
に
は
、
葵
祭
の
図
が
掲
載
さ
れ
て

「
御
く
る
ま
に
ハ
せ
ん
の
ふ
ま
る
い
づ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（
図
２
）、
牛
車
に

牛
飼
の
仙
納
（
仙
納
丸
）
ら
が
随
伴
す
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る）
₅₆
（

。

　

牛
飼
童
子
は
、
単
に
行
列
に
供
奉
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
牛
車
の
運
行
そ

の
も
の
に
責
任
を
負
う
立
場
だ
っ
た
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
「
賀
茂
御
神

事
ニ
付
出
納
江
差
出
候
道
見
分
之
扣
書）

₅₇
（

」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
の
時
は
天
明

の
大
火
で
御
所
が
焼
失
し
、
時
の
天
皇
で
あ
る
光
格
は
聖
護
院
を
仮
御
所
と
し
て

お
り
、
内
裏
の
再
建
が
急
が
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
京
都
も
町
も
急
速
に
復
興

が
進
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
行
わ
れ
る
賀
茂
祭
の
た
め
、
勅
使
参

向
に
先
立
っ
て
牛
車
の
運
行
が
可

能
か
実
地
検
分
が
行
わ
れ
た
。
牛
車

を
格
納
す
る
「
舂
屋
」
か
ら
複
数
の

経
路
に
つ
い
て
、
三
度
に
わ
た
っ
て

牛
車
の
通
行
を
す
る
う
え
で
の
支
障

の
有
無
や
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
、

詳
細
に
調
査
し
た
報
告
書
を
出
納
の

平
田
家
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
時

の
見
分
と
報
告
に
あ
た
っ
て
い
た
の

が
車
大
工
の
惣
司
茂
左
衛
門
・
惣
司

孫
之
進
と
牛
飼
童
子
の
藤
木
仙
納
・

吉
田
弥
一
で
あ
っ
た
。
牛
車
の
技
術
的
な
責
任
者
で
あ
る
車
大
工
、
牛
車
の
運
行

に
直
接
関
わ
る
牛
飼
が
、
牛
車
運
行
の
可
否
を
判
断
し
う
る
専
門
知
識
の
持
ち
主

と
し
て
作
業
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
賀
茂
祭
の
遂
行
に
お
い
て
も
、
牛
飼
は
牛
車
の
円
滑
な
運
行
と
い

う
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
賀
茂
祭
後
に
は
、
牛
飼

童
子
一
人
あ
た
り
「
壱
石
五
斗
」
が
下
行
さ
れ
て
い
る
が）

₅₈
（

、
こ
れ
は
知
行
や
牛
飼

料
米
と
は
別
に
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
禁
裏
牛
飼
の
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
の
二
人
が
宮
中
行
事
や
儀
礼
の

場
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
見
て
き
た
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
日

常
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四　

深
泥
池
の
仙
納

　　

禁
裏
牛
飼
の
一
人
で
あ
る
藤
木
仙
納
は
、
上
賀
茂
神
社
の
社
領
で
あ
る
深
泥
池

村
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
第
一
章
で
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
賀

茂
神
社
文
書
の
な
か
に
、
社
領
の
深
泥
池
村
関
係
の
文
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
仙
納
に
関
す
る
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
深
泥
池
村
で
の
仙
納
像
は
、
宮
中
の
年
中
行
事
で
活

躍
す
る
地
下
官
人
と
し
て
の
牛
飼
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
で
最
初
に
名
前
が
確
認

図２『都名所図会』巻２部分（筆者蔵）
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関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
刊
行
さ
れ
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
京
都
地
誌
の
『
都
名
所
図
会
』
巻
六
に
は
、
葵
祭
の
図
が
掲
載
さ
れ
て

「
御
く
る
ま
に
ハ
せ
ん
の
ふ
ま
る
い
づ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（
図
２
）、
牛
車
に

牛
飼
の
仙
納
（
仙
納
丸
）
ら
が
随
伴
す
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る）
₅₆
（

。

　

牛
飼
童
子
は
、
単
に
行
列
に
供
奉
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
牛
車
の
運
行
そ

の
も
の
に
責
任
を
負
う
立
場
だ
っ
た
。
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
「
賀
茂
御
神

事
ニ
付
出
納
江
差
出
候
道
見
分
之
扣
書）

₅₇
（

」
と
い
う
史
料
が
あ
る
。
こ
の
時
は
天
明

の
大
火
で
御
所
が
焼
失
し
、
時
の
天
皇
で
あ
る
光
格
は
聖
護
院
を
仮
御
所
と
し
て

お
り
、
内
裏
の
再
建
が
急
が
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
京
都
も
町
も
急
速
に
復
興

が
進
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
行
わ
れ
る
賀
茂
祭
の
た
め
、
勅
使
参

向
に
先
立
っ
て
牛
車
の
運
行
が
可

能
か
実
地
検
分
が
行
わ
れ
た
。
牛
車

を
格
納
す
る
「
舂
屋
」
か
ら
複
数
の

経
路
に
つ
い
て
、
三
度
に
わ
た
っ
て

牛
車
の
通
行
を
す
る
う
え
で
の
支
障

の
有
無
や
必
要
な
対
応
に
つ
い
て
、

詳
細
に
調
査
し
た
報
告
書
を
出
納
の

平
田
家
に
提
出
し
て
い
る
。
そ
の
時

の
見
分
と
報
告
に
あ
た
っ
て
い
た
の

が
車
大
工
の
惣
司
茂
左
衛
門
・
惣
司

孫
之
進
と
牛
飼
童
子
の
藤
木
仙
納
・

吉
田
弥
一
で
あ
っ
た
。
牛
車
の
技
術
的
な
責
任
者
で
あ
る
車
大
工
、
牛
車
の
運
行

に
直
接
関
わ
る
牛
飼
が
、
牛
車
運
行
の
可
否
を
判
断
し
う
る
専
門
知
識
の
持
ち
主

と
し
て
作
業
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
賀
茂
祭
の
遂
行
に
お
い
て
も
、
牛
飼
は
牛
車
の
円
滑
な
運
行
と
い

う
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
賀
茂
祭
後
に
は
、
牛
飼

童
子
一
人
あ
た
り
「
壱
石
五
斗
」
が
下
行
さ
れ
て
い
る
が）

₅₈
（

、
こ
れ
は
知
行
や
牛
飼

料
米
と
は
別
に
支
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
禁
裏
牛
飼
の
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
の
二
人
が
宮
中
行
事
や
儀
礼
の

場
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
見
て
き
た
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
日

常
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

四　

深
泥
池
の
仙
納

　　

禁
裏
牛
飼
の
一
人
で
あ
る
藤
木
仙
納
は
、
上
賀
茂
神
社
の
社
領
で
あ
る
深
泥
池

村
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
第
一
章
で
触
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
賀

茂
神
社
文
書
の
な
か
に
、
社
領
の
深
泥
池
村
関
係
の
文
書
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
仙
納
に
関
す
る
史
料
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
深
泥
池
村
で
の
仙
納
像
は
、
宮
中
の
年
中
行
事
で
活

躍
す
る
地
下
官
人
と
し
て
の
牛
飼
い
イ
メ
ー
ジ
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ

た
。

　

い
く
つ
か
紹
介
し
よ
う
。
ま
ず
、
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
で
最
初
に
名
前
が
確
認

図２『都名所図会』巻２部分（筆者蔵）
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で
き
る
の
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
で
あ
る
。
元
和
六
年
（
一
六
二
〇
）
の
東

福
門
院
入
内
の
二
年
前
に
あ
た
る
。

【
史
料
）
₅₉
（10
】

　
（
端
裏
書
）

　
「
深
泥
池
里
諸
役
請
状　

元
和
四
年
」

　
　

諸
役
御
定
請
状
之
事

一 

長
夫
何
方
へ
成
共
被
遣
候
時
者
、
拾
分
壱
人
足
出
可
申
候
、
賀
茂
よ
り
参
時
者

夫
銭
拾
分
壱
之
算
用
仕
出
可
申
候
事

一 

江
戸
下
之
人
足
如
右
拾
分
壱
之
通
夫
銭
出
可
申
候
、
但
如
例
年
五
人
宛
被
遣
候

者
、
其
内
壱
人
夫
丸
隔
年
ニ
出
可
申
事

一
右
之
外
諸
事
諸
役
之
人
足
等
如
先
規
可
仕
候
事

　

 

右
御
請
仕
候
趣
相
違
仕
候
者
曲
事
ニ
可
被
仰
付
候
、
其
時
一
言
之
子
細
申
上
間

敷
候
、
仍
為
後
日
之
如
件

　
　

元
和
四
年
閏
三
月
廿
六
日

　

進
上
賀
茂
惣
中
御
評
定
衆 

 

ミ
そ
ろ
池
惣
中

　
　

中
村
郷
司　

左
京
進
殿 

 
 

せ
ん
な
う
（
印
）（
花
押
）

　
　

御
沙
汰
人　

播
磨
守
殿 

 

ひ
も
の　

与
次
郎
（
花
押
）

　
　

同　
　
　
　

菊
松
大
夫
殿 

 

与
三
衛
門
（
印
）

　
　

同　
　
　
　

赤
大
夫
殿 

 
 

弥
五
郎
（
略
押
）

　

こ
れ
は
、
賀
茂
六
郷
に
夫
役
の
負
担
が
命
じ
ら
れ
た
際
、
深
泥
池
村
は
一
割
に

相
当
す
る
負
担
を
し
、
賀
茂
か
ら
人
夫
が
出
る
場
合
は
そ
の
一
割
に
相
当
す
る
金

銭
的
な
負
担
を
す
る
こ
と
な
ど
が
、
深
泥
池
「
惣
中
」
と
し
て
約
束
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、「
ミ
そ
ろ
池
惣
中
」
の
直
後
に
「
せ
ん
な
う
」
と
署
名
す
る
の

が
「
仙
納
」
に
ほ
か
な
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
仙
納
は
禁
裏
牛
飼
と
し
て

で
は
な
く
、
深
泥
池
惣
中
を
代
表
す
る
立
場
で
署
名
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
も
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」
に
は
「
仙
納
」（
あ
る
い
は
、「
仙
童）

₆₀
（

」）

と
署
名
さ
れ
た
文
書
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
そ
の
肩
書
き
を
一
覧
に
し
た
の

が
表
で
あ
る
。

　

こ
の
表
か
ら
、
一
七
世
紀
を
通
し
て
、「
仙
納
」
は
「
年
寄
」
や
「
庄
屋
」「
行

事
」
の
肩
書
き
を
持
っ
て
深
泥
池
村
を
代
表
し
て
文
書
に
署
名
を
し
て
い
る
こ
と

表）「賀茂別雷神社文書」仙納関係記載一覧

年月日 署名 文書番号

元和4年閏3月26日 せんなう E-3-3

元和5年8月8日 せんなう E-3-4

寛永21年3月23日 深泥池年寄　仙童 E-3-6

慶安4年10月25日 深泥池里　仙童 E-3-7

明暦3年8月3日 深泥池里肝煎　仙童 E-3-15

明暦3年10月9日 深泥池里　仙童 E-3-16

明暦3年11月3日 御泥池村庄屋　仙納 E-3-17

万治元年10月16日 御泥池村行事　仙童 E-3-19

寛文元年7月29日 御泥池村年寄　仙納 E-3-20

元禄8年3月5日 仙納 E-3-24

元禄12年5月24日 同村（深泥池）仙納 E-3-35

元禄13年8月16日 御菩薩池里年寄　仙納 E-3-36

（元禄13年）8月20日 御泥池里年寄　仙納 E-3-37

元禄13年12月22日 御泥池里年寄　仙納 E-3-28

元禄14年12月27日 御泥池年寄　仙納 E-3-38

元禄15年5月26日 御泥池里年寄　仙納 E-3-39

元禄16年7月12日 御泥池里　仙納 E-3-44
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が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
仙
納
は
禁
裏
牛
飼
を
担
う
一
方
で
、
深
泥
池
村
で
は
有
力

者
と
し
て
「
庄
屋
」
な
ど
の
村
役
人
と
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
藤
木
仙
納
が
、
地
域
の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

だ
ろ
う
。

　

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
三
月
に
京
都
か
ら
深
泥
池
村
を
経
て
鞍
馬
・
一
乗
寺

な
ど
を
歴
訪
し
た
黒
川
道
祐
は
、
見
聞
記
の
「
東
北
歴
覧
之
記
」
を
残
し
て
い
る

が
、
そ
こ
に
は
「
池
ノ
南
ヲ
歴
、
魔
滅
塚
ヲ
東
ニ
見
、
地
蔵
堂
ノ
前
へ
出
テ
、
御

牛
飼
仙
納
カ
宅
ヲ
過
キ
」
と
記
し
て
い
る）

₆₁
（

。
深
泥
池
に
あ
っ
た
六
地
蔵
参
り
で
も

知
ら
れ
る
地
蔵
堂
の
近
く
、
往
来
に
面
し
た
場
所
に
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
に
よ
り
、
屋
敷
は
外
か
ら
で
も
そ
れ
と
わ
か
る
よ
う
な
物
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
残
念
な
が
ら
黒
川
は
特
に
外
観
に
つ
い
て
記
し
て
は
い
な
い
が
、
牛
小
屋
な

ど
の
造
作
に
顕
著
な
特
徴
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
仙
納
は
同
村
庄
屋
か
ら
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
借
用
し
た
多
額
の

銀
子
の
返
済
を
め
ぐ
っ
て
、
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
。
そ
の
件
に
か
か
る
借
用
証
文

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

【
史
料

）
₆₂
（11
】

　
　

預
り
申
銀
子
之
事

　

一
丁
銀
壱
貫
目
本 

 

今
新
掛
也

　

 

右
之
銀
子
慥
ニ
預
り
申
所
実
正
分
明
也
、
何
時
成
共
其
方
入
用
次
第
以
此
手
形

ヲ
相
渡
し
可
申
候
、
為
其
後
日
之
、
預
り
状
如
件

　
　
　
　

庄
屋
吉
左
衛
門　
　
　
　

預
り
主　

仙
納　

印

　

元
禄
八
年
乙
亥
三
月
五
日

　

こ
の
事
実
は
仙
納
の
困
窮
を
示
す
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
銀
一
貫
目

と
い
う
多
額
の
融
資
を
受
け
ら
れ
る
だ
け
の
返
済
能
力
と
信
用
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
前
年
の
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
四
月
に

は
賀
茂
祭
の
近
衛
使
が
復
興
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
の
行
列
に
牛
飼
童

子
と
し
て
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
装
束
な
ど
の
資
金
調
達
に
必
要
だ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。

　

地
域
社
会
に
お
け
る
仙
納
像
と
車
童
子
と
し
て
の
姿
を
架
橋
し
、
統
一
的
な
全

体
像
を
描
き
出
す
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。　

　

藤
木
仙
納
は
、
牛
飼
童
子
と
し
て
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
史
料
に
登
場
し

て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
に
は
既
に
深
泥
池
村

の
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
実
態
に
つ
い

て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

網
野
善
彦
は
、
一
三
世
紀
に
お
け
る
仁
和
寺
の
牛
飼
童
子
の
財
産
に
つ
い
て
分

析
し
た
際
、
田
畠
を
所
持
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
具
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
、
商
業
や
交
通
・
交
易
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
て
い

る）
₆₃
（

。
ま
た
、
鳥
羽
院
厩
に
多
数
の
牛
飼
が
所
属
し
、
か
つ
鳥
羽
が
車
借
最
大
の
根

拠
地
で
っ
た
こ
と
か
ら
牛
飼
童
は
「
間
違
い
な
く
交
通
業
者
と
し
て
の
車
借
を
兼

ね
て
い
た
」
と
も
い
う）

₆₄
（

。
も
ち
ろ
ん
、
鎌
倉
時
代
の
他
地
域
の
事
例
を
安
易
に
参

照
す
る
の
は
危
険
だ
が
、
深
泥
池
が
幡
枝
村
へ
の
道
や
鞍
馬
街
道
に
接
す
る
交
通

の
要
衝
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
藤
木
仙
納
も
ま
た
中
世
に
お
い
て
は
交
易

で
繁
栄
し
て
い
た
豪
族
の
末
裔
か
も
し
れ
な
い
。
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む
す
び
に
か
え
て
―
―
牛
飼
童
子
が
迎
え
た
近
代
―
―

　

牛
飼
童
子
は
、
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
地
域
の
有
力
者
で
あ
り
、
か
つ
朝
廷

と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
特
殊
な
技
量
に
よ
り
家
職
と
し
て
朝
廷
の
牛
車
運
行

を
担
っ
て
き
た
。
中
世
の
牛
飼
が
宮
廷
行
事
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
、
何
ら
か

の
「
呪
力
」
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
、

近
世
牛
飼
に
よ
る
宮
中
行
事
へ
の
吉
例
と
し
て
の
参
勤
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

牛
車
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
元
禄
期
に
再
興
さ
れ
た
賀
茂
祭
で
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
も
と
も
と
は
豊
臣
秀
吉
が
聚
楽
行
幸
に
あ
た
っ
て
復
興
し
て
お
り
、

武
家
権
力
の
権
威
付
け
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
近
世
の
牛
車
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
牛
飼
の
由
緒
と
し
て
も
豊
臣
秀
吉
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

牛
飼
・
牛
車
に
と
っ
て
聚
楽
行
幸
が
画
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

  

近
世
の
は
じ
め
に
は
、
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
行
幸
や
東
福
門
院
入
内
、
そ
し
て

後
水
尾
天
皇
の
寛
永
行
幸
と
い
っ
た
武
家
権
力
に
よ
る
天
皇
権
威
の
利
用
に
あ

た
っ
て
、
牛
車
が
象
徴
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。
多
額
の
維
持
費
を
必
要
と
す
る
牛

車
が
近
世
を
通
し
て
存
続
し
得
た
の
は
、
武
家
権
力
側
の
要
請
も
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

幕
末
に
お
け
る
公
武
合
体
の
動
き
の
中
で
進
め
ら
れ
た
和
宮
降
嫁
の
際
に
も
牛

車
が
使
用
さ
れ
、
牛
飼
た
ち
が
付
き
従
っ
た
。
和
宮
の
江
戸
行
き
で
牛
車
が
使
わ

れ
た
の
は
、
武
家
権
力
に
よ
る
天
皇
権
威
利
用
の
象
徴
的
ア
イ
テ
ム
と
い
う
、
近

世
的
な
牛
車
あ
り
方
の
最
後
を
飾
る
出
来
事
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
る
と
牛
飼
に
は
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
明
治
天
皇
が
東
京
に
移
り
、
近
衛
使
が
派
遣
さ
れ
て
い

て
い
た
賀
茂
祭
も
明
治
に
は
中
絶
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
牛
車
を
必
要
と
す
る

時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
権
威
付
け
と
し
て
利
用
し
た
武
家
権
力
も
存
在

し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
な
か
、
藤
木
仙
納
と
吉
田
弥
一
は
ど
の
よ
う
な
近
代
を
迎

え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

牛
飼
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
は
前
年
に
京
都
府
の
「
卒
族
」
と
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
牛
飼
料
は
滞
り
、
そ
の
後
の
沙
汰
も
な
か
っ
た
た
め

に
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
京
都
府
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
う

け
た
京
都
府
は
、
明
治
政
府
に
ど
う
回
答
す
べ
き
か
意
向
を
尋
ね
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

【
史
料
）
₆₅
（12
】

四
年
四
月
廿
七
日

京
都
府
卒
吉
田
弥
一
外
一
名
ニ
車
牛
付
托
ヲ
廃
ス

　

京
都
府
伺　

弁
官
宛

当
府
貫
属
卒
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
ヨ
リ
御
車
御
牛
御
預
ケ
ノ
儀
ニ
付
、
別
紙
ノ

通
伺
出
候
間
、
如
何
可
相
達
候
哉
早
々
御
指
揮
可
下
候
也
〈
四
年
四
月
四
日
京
都
〉

　

吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
願　

京
都
府
宛

一 

御
車
御
牛
二
疋
従
往
古
御
常
飼
私
共
へ
御
預
相
成
、
右
為
御
飼
料
一
疋
ニ
付

一
ヶ
年
ニ
米
弐
拾
四
石
餘
年
々
被
宛
行
、
既
ニ
先
例
ノ
通
当
正
月
ヨ
リ
四
月
晦

日
迄
ノ
分
、
去
午
年
中
二
月
二
日
出
納
司
御
役
所
へ
受
取
手
形
差
上
、
仝
月
廿

五
日
於
二
条
御
蔵
御
渡
相
成
候
処
、
旧
冬
十
二
月
廿
七
日
京
都
府
貫
属
卒
被
仰

付
御
預
リ
御
車
・
御
牛
二
疋
ノ
儀
、
未
タ
何
等
ノ
御
沙
汰
モ
無
之
、
矢
張
是
迄
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む
す
び
に
か
え
て
―
―
牛
飼
童
子
が
迎
え
た
近
代
―
―

　

牛
飼
童
子
は
、
こ
こ
ま
で
見
た
よ
う
に
地
域
の
有
力
者
で
あ
り
、
か
つ
朝
廷

と
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
特
殊
な
技
量
に
よ
り
家
職
と
し
て
朝
廷
の
牛
車
運
行

を
担
っ
て
き
た
。
中
世
の
牛
飼
が
宮
廷
行
事
に
関
わ
っ
て
い
た
の
は
、
何
ら
か

の
「
呪
力
」
が
期
待
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
、

近
世
牛
飼
に
よ
る
宮
中
行
事
へ
の
吉
例
と
し
て
の
参
勤
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

牛
車
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
元
禄
期
に
再
興
さ
れ
た
賀
茂
祭
で
活
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
も
と
も
と
は
豊
臣
秀
吉
が
聚
楽
行
幸
に
あ
た
っ
て
復
興
し
て
お
り
、

武
家
権
力
の
権
威
付
け
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
で
近
世
の
牛
車
が
維
持
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
よ
う
だ
。
牛
飼
の
由
緒
と
し
て
も
豊
臣
秀
吉
が
重
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
、

牛
飼
・
牛
車
に
と
っ
て
聚
楽
行
幸
が
画
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

  

近
世
の
は
じ
め
に
は
、
後
陽
成
天
皇
の
聚
楽
行
幸
や
東
福
門
院
入
内
、
そ
し
て

後
水
尾
天
皇
の
寛
永
行
幸
と
い
っ
た
武
家
権
力
に
よ
る
天
皇
権
威
の
利
用
に
あ

た
っ
て
、
牛
車
が
象
徴
的
に
使
わ
れ
て
い
た
。
多
額
の
維
持
費
を
必
要
と
す
る
牛

車
が
近
世
を
通
し
て
存
続
し
得
た
の
は
、
武
家
権
力
側
の
要
請
も
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

幕
末
に
お
け
る
公
武
合
体
の
動
き
の
中
で
進
め
ら
れ
た
和
宮
降
嫁
の
際
に
も
牛

車
が
使
用
さ
れ
、
牛
飼
た
ち
が
付
き
従
っ
た
。
和
宮
の
江
戸
行
き
で
牛
車
が
使
わ

れ
た
の
は
、
武
家
権
力
に
よ
る
天
皇
権
威
利
用
の
象
徴
的
ア
イ
テ
ム
と
い
う
、
近

世
的
な
牛
車
あ
り
方
の
最
後
を
飾
る
出
来
事
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
る
と
牛
飼
に
は
大
き
な
転
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
明
治
天
皇
が
東
京
に
移
り
、
近
衛
使
が
派
遣
さ
れ
て
い

て
い
た
賀
茂
祭
も
明
治
に
は
中
絶
し
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
牛
車
を
必
要
と
す
る

時
代
は
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
。
権
威
付
け
と
し
て
利
用
し
た
武
家
権
力
も
存
在

し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
な
か
、
藤
木
仙
納
と
吉
田
弥
一
は
ど
の
よ
う
な
近
代
を
迎

え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

牛
飼
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
は
前
年
に
京
都
府
の
「
卒
族
」
と
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
ま
で
支
給
さ
れ
て
い
た
牛
飼
料
は
滞
り
、
そ
の
後
の
沙
汰
も
な
か
っ
た
た
め

に
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
京
都
府
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
た
。
そ
れ
を
う

け
た
京
都
府
は
、
明
治
政
府
に
ど
う
回
答
す
べ
き
か
意
向
を
尋
ね
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

【
史
料
）
₆₅
（12
】

四
年
四
月
廿
七
日

京
都
府
卒
吉
田
弥
一
外
一
名
ニ
車
牛
付
托
ヲ
廃
ス

　

京
都
府
伺　

弁
官
宛

当
府
貫
属
卒
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
ヨ
リ
御
車
御
牛
御
預
ケ
ノ
儀
ニ
付
、
別
紙
ノ

通
伺
出
候
間
、
如
何
可
相
達
候
哉
早
々
御
指
揮
可
下
候
也
〈
四
年
四
月
四
日
京
都
〉

　

吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
願　

京
都
府
宛

一 

御
車
御
牛
二
疋
従
往
古
御
常
飼
私
共
へ
御
預
相
成
、
右
為
御
飼
料
一
疋
ニ
付

一
ヶ
年
ニ
米
弐
拾
四
石
餘
年
々
被
宛
行
、
既
ニ
先
例
ノ
通
当
正
月
ヨ
リ
四
月
晦

日
迄
ノ
分
、
去
午
年
中
二
月
二
日
出
納
司
御
役
所
へ
受
取
手
形
差
上
、
仝
月
廿

五
日
於
二
条
御
蔵
御
渡
相
成
候
処
、
旧
冬
十
二
月
廿
七
日
京
都
府
貫
属
卒
被
仰

付
御
預
リ
御
車
・
御
牛
二
疋
ノ
儀
、
未
タ
何
等
ノ
御
沙
汰
モ
無
之
、
矢
張
是
迄
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ノ
通
御
預
ニ
相
成
候
哉
奉
伺
候
、
自
然
是
迄
ノ
通
御
預
被
仰
付
候
ハ
ヽ
難
有
奉

畏
候
、
若
御
預
被
仰
付
候
ハ
御
牛
飼
料
米
之
儀
モ
如
従
前
被
宛
行
候
様
仕
度
、

此
段
奉
伺
候
以
上
、
四
年
四
月
四
日

　
　
　

四
年
四
月
廿
七
日

　

こ
れ
に
対
す
る
中
央
政
府
の
応
答
は
実
に
す
げ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
太
政
官

弁
官
の
回
答
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

【
史
料
13
】

　
　

京
都
府
へ
回
答　

弁
官

　

 

御
車
・
御
牛
御
預
ノ
儀
ニ
付
、
吉
田
弥
一
・
藤
木
仙
納
ヨ
リ
伺
出
候
ニ
付
、
御

申
越
致
承
知
候
、
右
ハ
昨
午
十
二
月
其
府
貫
属
卒
被
仰
付
候
付
テ
ハ
、
以
後
御

預
ノ
儀
御
廃
止
相
成
候
間
、
此
旨
御
達
可
有
之
候
、
自
然
御
入
用
有
之
節
ハ
其

　
 

府
下
松
葉
屋
一
同
へ
申
付

候
テ
可
然
候
、
仍
テ
別
紙

返
却
此
段
申
入
候
也

　

も
し
必
要
に
な
れ
ば
民
間

の
業
者
（
松
葉
屋
）
に
依

頼
す
る
か
ら
「
廃
止
」
と
す

る
と
い
う
も
の
だ
。
こ
う
し

て
禁
裏
の
官
人
と
し
て
の
御

車
童
子
は
そ
の
役
割
を
終
え

た
。
吉
田
弥
一
（
＝
吉
田
安

年
）
は
、
こ
の
翌
年
に
あ
た

る
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
六
月
京
都
府
士
族
に
な
っ
て
い
る）

₆₆
（

。

　

藤
木
仙
納
は
廃
業
し
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
八
）
ま
で
に
は
愛
宕
郡
鷹
峯
に

移
住
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
年
に
は
英
照
皇
太
后
（
孝
明
天
皇
皇
后
）
の
大
喪

が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
牛
車
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
３
）
が）

₆₇
（

、

こ
の
時
は
吉
田
家
だ
け
が
従
事
し
た）

₆₈
（

。

　

明
治
天
皇
の
葬
送
の
際
に
も
棺
を
移
送
す
る
た
め
に
牛
車
が
使
わ
れ
た
が
、
こ

の
時
に
も
牛
の
「
衣
装
」
は
吉
田
安
年
の
養
嗣
子
で
あ
っ
た
安
寧
ら
が
命
じ
ら
れ

て
「
一
々
牛
の
寸
法
を
取
り
て
謹
製
し
た
」
と
い
う）

₆₉
（

。　

　

牛
飼
に
は
一
子
相
伝
の
秘
伝
が
あ
り
、
車
輪
の
音
に
も
吉
凶
の
区
別
が
あ
り
、

車
軸
の
か
け
方
で
吉
事
・
凶
事
に
相
応
し
い
音
を
発
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
。
凶

事
の
際
は
「
最
も
秘
伝
」
で
あ
り
、「
其
御
車
の
響
は
悲
悼
骨
髄
に
徹
し
自
ら
涕

泣
す
る
に
至
る
も
の
あ
り
」
と
さ
れ
る）

₇₀
（

。

　

こ
う
し
た
故
実
、
口
伝
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
近
世
を
通
じ
て
藤
木
家
・
吉
田
家

は
牛
飼
の
仕
事
を
担
当
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う）

₇₀
（

。
そ
し
て
、

馬
車
や
鉄
道
の
登
場
と
い
う
近
代
化
が
、
こ
う
し
た
口
伝
を
牛
車
と
と
も
に
過
去

の
も
の
に
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

註
（
1
）
奥
野
高
廣
「
禁
裏
牛
飼
料
田
」（『
日
本
歴
史
』
第
二
九
六
号
、
一
九
七
三
年
一
月
）

（
2
）
櫻
井
芳
昭
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史　

牛
車
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）

（
3
）  

網
野
善
彦
「
童
形
・
鹿
杖
・
門
前
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
』
第
一
一
巻
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）

図３　英照皇太后の大葬で使用された牛車
（ 『英照皇太后陛下御大葬写真帖』国立国会図書館蔵、
国立国会図書館デジタルコレクション）
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（
4
）  『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
三
八
年
、
二
六
頁
）。
こ
の
場
面
は
『
歌

舞
伎
年
表
』
が
引
く
『
拾
集
落
穂
草
』
に
よ
れ
ば
、
延
享
三
年
七
月
二
八
日
に
大

阪
天
満
で
三
つ
子
が
生
ま
れ
、
禁
裏
牛
飼
と
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
入

れ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
（
伊
原
敏
郎
編
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
五
七
年
、
五
二
三
頁
）。
な
お
、『
拾
集
落
穂
草
』
に
つ
い
て
は
、『
国
書
総
目
録
』

に
も
立
項
な
く
、
不
明
。
中
世
の
天
神
信
仰
と
牛
・
牛
飼
の
密
接
な
関
係
に
つ
い

て
論
じ
た
飯
田
紀
久
子
「
天
神
信
仰
に
お
け
る
牛
の
由
来
」（
瀬
田
勝
哉
編
『
変
貌

す
る
北
野
天
満
宮
―
―
中
世
後
期
の
神
仏
の
世
界
―
―
』
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
）

で
は
、
天
神
・
牛
と
不
可
分
で
あ
っ
た
牛
飼
の
存
在
が
近
世
に
お
い
て
「
芸
能
の

世
界
に
残
っ
た
」
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
5
）  

丹
生
谷
哲
一
「
中
世
牛
飼
童
の
存
在
形
態
―
―
『
看
聞
日
記
』
を
中
心
に
―
―
」（
同

『
身
分
・
差
別
と
中
世
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）。
な
ど
、
同
論
文
で
は
前

掲
奥
野
論
文
を
参
照
し
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
奥
野
は
牛
飼
が
闘
鶏
に
関
わ
っ
て

い
た
こ
と
を
既
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
丹
生
谷
は
「
こ
の
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
も

の
は
ま
っ
た
く
見
あ
た
ら
な
い
」
と
す
る
（
二
五
九
頁
）。

（
6
）
奥
野
高
廣
「
禁
裏
牛
飼
料
田
」（『
日
本
歴
史
』
第
二
九
六
号
、
一
九
七
三
年
一
月
）

（
7
）
前
掲
櫻
井
芳
昭
書

（
8
）  

京
楽
真
帆
子
『
牛
車
で
行
こ
う
！
―
―
平
安
貴
族
と
乗
り
物
文
化
―
―
』（
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
七
年
）

（
9
）  

西
村
慎
太
郎
『
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下
官
人
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

牛
飼
は
無
位
無
官
だ
が
、
後
述
の
よ
う
に
牛
飼
は
宮
中
の
年
中
行
事
へ
の
奉
仕
や

牛
車
の
運
行
で
所
領
を
得
て
、
出
納
平
田
家
の
も
と
に
組
織
さ
れ
て
い
た
点
か
ら
、

禁
裏
陰
陽
師
の
大
黒
と
同
様
に
「
広
義
の
地
下
官
人
―
―
つ
ま
り
地
下
官
人
社
会

の
成
員
―
―
」（
梅
田
千
尋
「
禁
裏
陰
陽
師
大
黒
松
大
夫
」
同
『
近
世
陰
陽
道
組
織

の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
二
頁
）
と
見
な
す
こ
と
は
可
能
だ

ろ
う
。

（
10
）  

下
橋
敬
長
（
羽
倉
敬
尚
編
）『
幕
末
の
宮
廷
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
九
年
、

一
九
〇
頁
）

（
11
）  

な
お
、
天
保
八
年
刊
「
御
築
地
内
独
案
内
」（『
叢
書
京
都
の
史
料
一
四　

内
裏
図

集
成
』
京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
〇
一
六
年
、
一
〇
号
甲
・
乙
）
に
よ
れ
ば
、
禁

裏
御
所
の
東
隣
、
今
出
川
邸
北
側
に
あ
る
「
御
舂
屋
」
の
と
こ
ろ
に
「
御
車
舎
」
と

併
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
普
段
は
こ
こ
に
格
納
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
12
）  

御
召
車
参
勤
人
数
書
（
国
文
学
研
究
資
料
館
「
山
城
国
京
都
平
松
家
文
書
」

36F/00859-003

、
国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
歴
史
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

て
閲
覧
）

（
13
）  

前
掲
下
橋
『
幕
末
の
宮
廷
』
一
九
〇
頁
。
下
橋
は
『
地
下
次
第
』
を
示
し
な
が
ら

語
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
下
橋
家
文
書
と
し
て
現
存
す
る
安

政
二
年
（
一
八
五
六
）
の
も
の
で
あ
ろ
う
（
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
、
館

古
四
五
八
「
下
橋
家
文
書
」
二
九
七
五
号
）。

（
14
）  

前
掲
下
橋
『
幕
末
の
宮
廷
』。「
出
納
中
原
職
忠
職
在
記
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
・
請

求
番
号145-0932

、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
閲
覧
）
所
載
の
寛
永
三
年
行
幸
に

か
か
る
記
事
に
、「
供
奉
出
車
六
両
」
の
「
車
副
以
下
役
者
自
蔵
人
方
下
知
」
と
あ
り
、

少
な
く
と
も
寛
永
三
年
に
は
、
車
役
人
が
蔵
人
方
の
も
と
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
一

条
富
子
が
入
内
し
て
後
桃
園
天
皇
の
女
御
と
な
っ
た
際
の
「
吉
田
相
模
衣
躰
并
行
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跡
」
に
つ
い
て
の
藤
木
仙
納
に
よ
る
訴
え
も
出
納
平
田
家
を
通
し
て
武
家
伝
奏
に
上

げ
ら
れ
て
い
る
（『
大
日
本
近
世
史
料　

廣
橋
兼
胤
日
記
六
』
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
二
〇
〇
一
年
、
宝
暦
五
年
十
二
月
二
十
四
日
条
）。

（
15
）  「
両
局
出
納
催
之
帳
写
」（『
叢
書
京
都
の
史
料
一
二　

禁
裏
御
倉
職
立
入
家
文
書
』

京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
〇
一
二
年
、
二
一
四
頁
）

（
16
）  「
地
下
官
人
即
位
下
行
覚
」（『
叢
書
京
都
の
史
料
一
二　

禁
裏
御
倉
職
立
入
家
文
書
』

京
都
市
歴
史
資
料
館
、
二
〇
一
二
年
、
七
〇
頁
）、「
慶
長
年
中
目
録
」
の
う
ち
に

含
ま
れ
る
文
書
で
年
代
が
わ
か
る
も
の
は
一
七
世
紀
の
も
の
な
の
で
、
本
史
料
も

一
七
世
紀
の
も
の
と
推
定
し
た
。

（
17
）  

中
島
太
郎
兵
衛
御
車
榻
持
役
譲
渡
証
文
（「
芥
川
俊
三
家
文
書
」
7
、
京
都
市
歴
史

資
料
館
架
蔵
写
真
帳
に
よ
る
）

（
18
）  

近
世
の
随
筆
『
草
廬
随
筆
』
巻
一
に
は
、「
御
車
牛
」
に
つ
い
て
「
天
子
ノ
宝
輦
ニ

掛
ル
牛
」
は
月
額
の
牛
で
毛
色
は
不
問
と
し
、「
崩
御
ノ
節
」
に
棺
を
牽
く
の
は
「
両

角
直
ナ
ル
」「
天
衝
」
と
い
う
牛
を
使
い
、「
古
来
ヨ
リ
但
馬
国
ヨ
リ
曳
ト
ゾ
」
と
あ

る
（『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
、
三
七
〇

頁
）。
故
実
が
あ
り
、
慶
弔
に
相
応
し
い
牛
を
事
前
に
手
配
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

（
19
）『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
一
三
六
号
、
一
八
九
七
年
、
一
〇
頁
「
四
頭
の
御
車
牛
」

（
20
）『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
〇
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
五
〇
一
頁
）

（
21
）  「
藤
木
仙
納
」「
吉
田
弥
一
」
に
形
式
的
に
「
養
子
」
と
な
っ
た
人
が
そ
の
名
前
で
奉

仕
し
て
い
る
可
能
性
を
完
全
に
否
定
は
出
来
な
い
。
詳
細
な
系
譜
の
解
明
は
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

（
22
）  『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
巻
四
「
五　

所
司
代
列
判
其
外
連
判
之
事
」（
編
『
京

都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
上
巻
、
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
八
年
、
四
八
四
頁
）

（
23
）『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
〇
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
六
〇
〜
一
頁
）

（
24
）  「
御
車
役
儀
日
記
」
四
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
車
役
儀
日
記
』
四
、
函
番
号

四
一
三
・
一
八
二-

〇
〇
〇
四
）
天
明
三
年
八
月
条
に
は
吉
田
弥
一
が
借
宅
に
住
ん
で

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
事
情
で
そ
れ
ま
で
に
柳
原
を
離
れ
て
い
た
。

近
代
の
吉
田
家
は
上
京
区
寺
之
内
通
浄
福
寺
西
入
の
中
猪
熊
町
だ
っ
た
（
京
都
府

議
会
事
務
局
編
『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』
京
都
府
議
会
、
一
九
六
一
年
、
六

頁
）。

（
25
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
慶
長
三
年
正
月
四
日
条
（『
続
群
書
類
従　

補
遺
三　

お

湯
殿
の
上
の
日
記
（
九
）』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
四
年
）

（
26
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
禄
四
年
正
月
四
日
条
の
「
い
や
と
」
は
、『
言
継
卿
記
』

文
禄
二
年
三
月
九
日
条
に
「
薄
知
行
之
牛
公
事
代
官
之
事
、
近
年
御
牛
飼
弥
童
持

之
」
と
見
え
る
「
弥
童
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、
弥
童
は
牛
公
事
の
代
官
で
あ
っ

た
が
、「
無
沙
汰
」
の
た
め
長
橋
局
か
ら
改
易
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。「
御
牛

飼
」
が
牛
公
事
代
官
で
あ
っ
た
こ
と
も
非
常
に
興
味
深
い
。

（
27
）  『
多
聞
院
日
記
』
天
正
一
六
年
四
月
一
七
日
条
（『
多
聞
院
日
記
』
第
四
巻
、
三
教

書
院
、
一
九
三
八
年
）

（
28
）  『
群
書
類
従
』
第
三
輯
「
帝
王
部
」（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
）。「
京

都
内
野
へ
行
幸
」
に
先
立
ち
、「
車
四
両
」
新
造
の
た
め
に
「
大
門
」（
大
乗
院
門
跡
）

の
「
車
」
を
借
用
し
（『
多
聞
院
日
記
』
天
正
一
五
年
二
月
三
日
条
）、
天
正
一
六

年
三
月
二
六
日
に
「
く
る
ま
・
ほ
う
れ
ん
」
が
完
成
し
「
く
わ
ん
は
く
殿
」
に
披
露
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し
て
い
る
（『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』）。
な
お
、
そ
の
後
も
牛
車
は
秀
吉
・
秀
頼
ら

に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
二
木
謙
一
「『
聚
楽
行
幸
記
』
に
み
る
豊
臣
期
の
儀

礼
」（
同
『
武
家
儀
礼
格
式
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
豊
太

閤
前
田
邸
御
成
記
の
考
察
」（
前
掲
二
木
書
）
で
言
及
さ
れ
る
。

（
29
）『
同
右
』

（
30
）『
当
代
記
』
天
正
一
六
年
卯
月
十
四
日
条

（
31
）  

こ
の
時
の
様
子
を
描
い
た
絵
画
史
料
と
し
て
個
人
蔵
（
上
越
市
立
総
合
博
物
館
寄
託
）

「
御
所
参
内
・
聚
楽
第
行
幸
図
屏
風
」
が
あ
り
、
豪
華
な
牛
車
や
牛
飼
童
子
の
姿
が

見
え
て
い
る
。
同
史
料
に
つ
い
て
は
狩
野
博
幸
『
秀
吉
の
御
所
参
内
・
聚
楽
第
行

幸
図
屏
風
』（
青
幻
舎
、
二
〇
一
〇
年
）

（
32
）『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
一
三
六
号
、
一
八
九
七
年
、
一
〇
頁
「
四
頭
の
御
車
牛
」

（
33
）  

朱
印
五
〇
石
と
い
う
の
は
事
実
と
し
て
確
認
で
き
な
い
ほ
か
、
天
正
一
六
年
四
月
の

聚
楽
行
幸
に
先
立
つ
三
月
三
日
に
牛
飼
「
い
や
と
。
い
や
一
」
の
両
人
が
御
所
に

伺
候
し
て
い
る
（『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
天
正
一
六
年
三
月
三
日
条
）。
聚
楽
行

幸
以
前
に
「
い
や
一
」
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
名
前
を
聚
楽
行
幸

の
功
に
よ
っ
て
秀
吉
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

（
34
）  『
孝
亮
宿
禰
日
次
記
』（『
大
日
本
史
料
』
元
和
六
年
五
月
二
〇
日
）、
元
和
六
年
「
御

車
役
人
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号　

古
〇
三
三-

〇
五
七
〇
）

（
35
）  

例
え
ば
、『
舜
旧
記
』
元
和
六
年
六
月
一
八
日
条
に
「
次
御
車
糸
毛
ア
シ
ロ
、
次
車

六
両
、
上
﨟
・
中
﨟
・
局
已
下
乗
車
也
、
牛
一
疋
ニ
テ
引
也
、
女
御
乗
車
、
籧
篨

之
御
車
也
、
牛
二
疋
ニ
テ
引
也
」
と
あ
る
。

（
36
）  「
御
所
車
役
人
法
度
条
目
」（
京
都
大
学
総
合
博
物
館
蔵
「
古
文
書
集
」
七
〇
二-

二
）。

こ
の
文
書
は
『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
之
四
四
冊
（
東
京
大
学
、
一
九
六
八
年
、

二
七
四
頁
）
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
。
な
お
、
元
和
九
年
に
徳
川
家
光
が
将
軍
宣

下
を
う
け
る
た
め
に
上
洛
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
先
立
つ
組
織
整
備
の
可
能
性
も

あ
る
。

（
37
）  

水
元
邦
彦
『
日
本
の
歴
史　

第
一
〇
巻　

徳
川
の
国
家
デ
ザ
イ
ン
』（
小
学
館
、

二
〇
〇
八
年
、
三
八
頁
）

（
38
）
前
掲
下
橋
敬
長
『
幕
末
の
宮
廷
』

（
39
）『
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
二
九
頁
）

（
40
）『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
慶
長
一
二
年
正
月
四
日
条

（
41
）  

酒
井
信
彦
「『
後
水
尾
院
当
時
年
中
行
事
』
の
性
格
と
目
的
」（『
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
一
九
九
七
年
）

（
42
）『
史
籍
集
覧
』
第
二
七
巻
（
近
藤
出
版
部
、
一
九
〇
二
年
）

（
43
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
一
五
年
正
月
四
日
条
（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
三
「
お

湯
殿
の
上
の
日
記
（
一
）、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
二
年
、
二
八
八
頁
）

（
44
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
一
五
年
正
月
四
日
条
（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
三
「
お

湯
殿
の
上
の
日
記
（
一
）、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
二
年
、
三
三
二
頁
）

（
45
）『
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
三
二
七
〜
八
頁
）

（
46
）『
大
日
本
史
料
』
第
一
二
編
二
二
冊
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
四
〇
五
頁
）

（
47
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
延
徳
三
年
八
月
一
日
条
（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
三
「
お

湯
殿
の
上
の
日
記
（
二
）、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
、
二
一
六
頁
）

（
48
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
明
応
二
年
八
月
一
日
条
（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
三
「
お

湯
殿
の
上
の
日
記
（
二
）、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
三
年
、
三
三
三
頁
）
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（
49
）  『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
文
明
一
四
年
三
月
三
日
条
（『
続
群
書
類
従
』
補
遺
三
「
お

湯
殿
の
上
の
日
記
（
一
）、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
二
年
、
二
四
六
頁
）
に

「
と
り
あ
わ
せ
あ
り
。
く
ら
人
く
ら
ん
ら
く
と
も
と
て
し
こ
う
せ
す
。
く
き
や
う
た

ち
は
か
り
し
こ
う
に
て
。
御
う
し
か
ゐ
に
と
り
あ
は
せ
て
あ
わ
す
へ
き
よ
し
を
け
ち

せ
ら
る
ゝ
」
と
あ
る
。

（
50
）
前
掲
奥
野
高
廣
論
文
。

（
51
）  

文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
以
後
の
『
お
湯
殿
の
上
の
日
記
』
で
は
、
し
ば
ら
く

闘
鶏
の
記
事
は
簡
略
で
詳
細
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
三

月
三
日
条
で
牛
飼
の
遅
参
を
記
し
た
う
え
で
「
う
し
か
い
と
も
ま
い
り
て
い
つ
も
の

こ
と
く
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
時
ま
で
に
は
牛
飼
が
闘
鶏
を
行
う
の
が
恒
例
化

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
遅
参
の
理
由
は
牛
飼
が
武
家
に
伺
候

し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
武
家
で
の
闘
鶏
に
も
関
わ
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
52
）『
新
修
京
都
叢
書
』
第
四
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
六
八
年
、
一
三
三
頁
）

（
53
）  

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
、
国

文
学
研
究
資
料
館
新
日
本
古
典
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
閲
覧

（
54
）  

瀬
田
勝
哉
「
公
方
の
構
想
」（
同
『
洛
中
洛
外
の
群
像
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
、

一
三
〇
頁
）

（
55
）
前
掲
下
橋
敬
長
書

（
56
）  

市
古
夏
生
『
新
訂
都
名
所
図
会
』
第
三
巻
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
九
年
、

二
一
三
頁
）

（
57
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求
記
号
四
二
一
二-

三

（
58
）
前
掲
『
恒
例
公
事
録
』
巻
二
五

（
59
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」E-3-3

（
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
）

（
60
）  

明
暦
三
年
八
月
三
日
「
御
泥
池
里
肝
煎
・
年
寄
連
署
請
状
」（
賀
茂
別
雷
神
社
文
書

E-3-15

）
で
「
肝
煎
」
と
し
て
「
仙
童
」
と
九
郎
左
衛
門
、
同
年
一
〇
月
一
九
日
「
御

泥
池
里
年
寄
連
署
請
状
」（
賀
茂
別
雷
神
社
文
書E-3-15

・ 16

）
で
九
郎
左
衛
門
と

「
仙
童
」
が
連
署
す
る
。
一
方
で
、
同
年
一
一
月
三
日
「
御
泥
池
村
庄
屋
連
署
制
札

請
状
写
」
で
「
庄
屋
仙
納
」
と
九
郎
左
衛
門
が
連
署
す
る
。
肩
書
き
は
一
定
し
な

い
が
、
い
ず
れ
も
九
郎
左
衛
門
と
一
対
で
深
泥
池
村
を
代
表
し
て
署
名
し
て
い
る
。

な
お
、
宝
永
五
年
の
「
御
車
役
儀
日
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
御
車
役
儀
日
記
』
一
、

函
番
号
四
一
三
・
一
八
二-

〇
〇
〇
一
）
に
は
藤
木
仙
納
と
仙
童
の
二
名
が
見
え
て
お

り
、
仙
納
と
仙
童
は
別
人
物
で
、
お
そ
ら
く
親
子
で
あ
ろ
う
。

（
61
）  『
近
畿
歴
覧
記
』（『
新
修
京
都
叢
書
』
第
一
二
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
一
年
、

六
九
頁
）

（
62
）「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」E-3-24

（
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
）

（
63
）  

網
野
善
彦
「
中
世
民
衆
生
活
の
様
相
」（『
網
野
善
彦
著
作
集
』
第
一
三
巻
、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
三
九
五
頁
）

（
64
）
網
野
善
彦
「
西
の
京
と
北
野
社
」（
前
掲
『
網
野
善
彦
著
作
集
』
第
一
三
巻
、
九
七
頁
）

（
65
）  

国
立
公
文
書
館
「
太
政
類
典
・
第
一
編
」（
国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

に
て
閲
覧
）

（
66
）  

京
都
府
庁
文
書　

明05-0020

「
元
卒
士
族
被
仰
付
御
請
書
」（
京
都
府
立
京
都

学
歴
彩
館
蔵
）。
な
お
、
吉
田
安
寧
は
大
徳
寺
役
人
の
家
に
生
ま
れ
、
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
に
吉
田
弥
一
の
養
子
と
な
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
京
都
府
貫

属
卒
、
八
年
に
区
長
、
一
二
年
に
府
議
会
議
員
、
二
六
年
の
退
任
ま
で
府
会
議
員
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に
七
回
選
出
さ
れ
た
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
六
六
歳
で
没
（
京
都
府
議
会

事
務
局
編
『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』
京
都
府
議
会
、
一
九
六
一
年
、
六
〜
七

頁
）。

（
67
）  『
英
照
皇
太
后
陛
下
御
大
葬
写
真
帖
』（
玄
鹿
館
、
一
八
九
七
年
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵
、
請
求
記
号404-14

、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
）

に
は
、
こ
の
時
に
使
用
さ
れ
た
牛
車
と
牛
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
68
）  『
風
俗
画
報
』
第
一
三
六
号
「
御

大
喪
図
会
」、
一
八
九
七
年
。
な

お
、
使
用
さ
れ
た
黒
牛
は
葬
儀

後
に
民
間
へ
下
賜
さ
れ
た
。
現

在
、
京
都
市
伏
見
区
日
野
西
川

頬
の
恵
福
寺
墓
地
内
に
大
正
一
四
年
建
立
の
「
御
車
挽
牛
之
塚
」
が
あ
る
（
図
４
）。

恵
福
寺
墓
地
の
牛
塚
に
つ
い
て
は
、
藤
田
恒
春
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
69
）  『
風
俗
画
報
』
四
三
八
号
、
一
九
一
二
年
。
こ
の
時
に
は
吉
田
安
寧
は
大
阪
在
住
だ
っ

た
と
あ
る
。

（
70
）『
風
俗
画
報
』
第
一
三
六
号
「
御
大
喪
図
会
」、
一
八
九
七
年

（
70
）  『
譚
海
』
巻
三
に
は
「
御
車
の
き
し
る
音
殊
に
哀
々
と
し
て
遠
く
聞
え
、
し
か
も
其

音
さ
や
か
に
し
て
、
聞
人
そ
ゞ
ろ
に
涙
を
催
す
事
な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
牛
車
の
音

が
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
八
巻
、

三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
、
七
〇
頁
）。
こ
う
し
た
音
が
意
図
的
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、

『
風
俗
画
報
』
が
伝
え
る
一
子
相
伝
の
秘
伝
に
よ
る
と
い
う
車
輪
の
音
が
近
世
に
さ

か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

【
付
記
】

　

本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
八
月
一
日
、
賀
茂
別
雷
神
社
で
行
わ
れ
た
上
賀
茂
神
社

歴
史
講
座
で
の
講
演
原
稿
を
も
と
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
講
演
の
準
備
に
あ

た
り
、
史
料
の
閲
覧
な
ど
で
賀
茂
別
雷
神
社
に
は
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

今
回
も
史
料
の
翻
刻
・
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
、
所
蔵
史
料
の
写
真
掲
載
を
許
可
い
た
だ
い
た
宮
内
庁
書
陵
部
、
本
稿
執
筆

に
あ
た
っ
て
種
々
の
ご
教
示
を
く
だ
さ
っ
た
賀
茂
別
雷
神
社
の
晴
山
昇
氏
と
藤
田

恒
春
氏
に
、
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
【
追
記
】

　

本
稿
脱
稿
後
に
な
っ
て
、
迂
闊
に
も
御
車
役
人
に
関
す
る
史
料
が
複
数
箇
所
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
明
ら
か
な
事
実
誤
認
は
訂
正
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
諸
史
料
か
ら
判
明
し
た
諸
事
実
を
本
稿
に
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
別
に
「
近
世
朝
廷
の
牛
車
と
車
役
人
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」
と
題
し

た
拙
文
を
『
奈
良
史
学
』
四
〇
号
（
二
〇
二
三
年
二
月
）
に
公
表
予
定
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
ご
高
覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
九
日
追

記
）

図４「御車挽牛之塚」
（2022年６月23日撮影）
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Abstract

Cowherd and imperial court in the territory of Kamigamo Shrine in the early modern period

Norio MURAKAMI

This paper clarifi es the actual situation of the Ushikai, who belonged to the Forbidden Order 

in the early modern period and were involved in the operation of bullock carts and other ac-

tivities. Ushikai in the early modern period were revived and maintained after Toyotomi Hid-

eyoshi’s Jurakudai Gyouko, and the bullock cart was also an authority fi gure of samurai power. 

The oxherds not only operated the oxcarts, but also served at annual court ceremonies. The 

oxherds had oral traditions and specialized skills related to these rituals and ox cart operations, 

which were inherited by specifi c families. However, with the advent of trains and horse-drawn 

carriages in the modern era, this role came to an end.

Key words：cowherd、ox carriage、imperial court、Kamigamo Shrine
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